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このたびは、OASYS/Win CD-R〔初仮をお買い上げいただきまして、まことにありガと

うございます。

本製品は、画期的なＯＡ環境を実現するMicrosoft ⑤Windoｗs７“の世界と、専用ワ

ープロとして実績を持つOASYSの世界を融合させた、新世代のワープロソフトです。

あなたのビジネスを、ホビーを、素敵に演出します。

OASYS/Wi n CD-R〔M版のパッケージを開いたら、まず最初にこのマニュアルをお読み

ください。

本書は、次の各章で構成さ れています。

第１章　 お使いになる前に

お使いになる前に知っておいていただきたいことが書いてあります。必ずお

読みください。

第２章　OASYS/Win CD-ROM 版の 準備

本製品をお使いになるには、 あらかじめ「OASYS/Win 」「文字パターン基本

セット 」「CDVie ｗ/Win」を ハードディスクにインスト ールします。ここでは、

「OASYS/Win 」と 「文字パターン基本セット 」「CDVie ｗ/Win」 の インスト

ール方法を説明しています。

第３章　OASYS/Win の 基本操作

OASYS/Win を 使う上で、 最低限知っておいていただきたい必要な操作や機能

を説明しています。

第４章　 オンラインマニュアルの使い方

本製品の特徴の一つである、オンラインマニュアルの使い方について説明し

ています。オンラインマニュアルを使う際にお読みく ださい。

第５章　CDVie ｗ/Winリフ ァレンス

CDVie ｗ/Winの 全機能について使い方を説明しています。オンラインリファレ

ンスや各種CD 辞書を使う際にお読みください。

なお、本書では「日本語Microsoft ⑤Windo ｗs７“V3.0 」と「Microsoft ⑨Windo

ｗs７“Version 3.1 」を「Windoｗs」と表記しています。

また、「OASYS/WinV2.0 」を「OASYS/WXn」、「文字パターン基本セット/Win」

を「文字パターン基本セット」、「OASYS-CDVieｗ/Win」を「CDVieｗ/Win」と表記して

います。あらかじめ、ご了承ください。

Microsoft、MS-DOSは、米国マイクロソフト社の登録商標です。

Windoｗsは、米国マイクロソフト社の米国での登録商標です。

「広辞苑」は岩波書店の著作物です。

「最新医学大辞典」「最新医学大辞典スタンダード版」は医歯薬出版の著作物です。AII

Rights Reserｖed， Copyｒight Ｃ　富士通株式会社　1994
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姦[の]騰國[4]概團

製品の構成

OCD-ROM （1 枚 ）

OASYS/W i n CD-R〔初仮を使うために必要なプログラムやデータガ入つています

●DASYS/WinV2.0

●OASYS-CDVie ｗ/Win

●オンラインチュートリアル（機能紹介編）

●オンラインチュートリアル（操作練習編）

●オンラインリファレンス

OASYS/Win リフ ァレンスマニュアル

OAK/Win ユ ーザーズガイド

●キーボード操作練習

●クリップアート集（メタファイル）

○フ ロ ッピ イ（１枚 ）

●インスト丿 レプログラム

○紙 マ ニ ュアル （ ３冊 ）

●DASYS/WinV2.0　CD-R 〔Ｍ版ユーザーズガイド

●OASYS/WinV2.0　 ハンドブック

●OASYS/WinV2.0　 ビ ギナーズガイド

紙マニュアルの紹介　　　　　　　　　　　　　　‾ ‾1

本製品CまCD-R〔lj内で オンラインマニュアルとしてマニュアルを提供しておりますが、

別売で次のようなOASYS/Win の 紙マニュアルも提供しておりますので、必要に応じて

ご利用ください。

●『OASYS/WinV2.0　 リ ファレンスマニュアル』

本製品の『OASYS/Win リフ ァレンスマニュアル』から、 「数式」と「推敲支援」

の説明を除いた内容で、OASYS/Win 本 体が持つすべての機能を掲載しているマニ

ュアルです。

●「OASYS/WinV2.0　 数式ユーザーズガイド 」

OASYS/Win 上 で、 複雑な数式を入力するためのマニ ュアルです。本製品では

『OASYS/Win リフ ァレンスマニュアル』に統合されています。

●『OASYS/WinV2.0　 推敲支援ユーザーズガイド』

OASYS/Win 上で 推敲機能を使うためのマニュアルです。 本製品では『OASYS/Win　　

リファレンスマニュアル』に統合されています。

●『OASYS/WinV2.0　0AK/Win ユ ーザーズガイド』

本製品の『OAK/Win ユ ーザーズガイド』と同様の内容で、OAK/Win の機 能を説明

しているマニュアルです。



製品の特徴　　　　　　　　　　
…

○OASYS/Win の特色

●使いやすい操作環境

OASYS/Winは、グラフィカルユーザインタフェースにより、 使いやすい操作環境

を提供します。コマンドの選択など、ほとんどの操作がマウスによって行えます。

したがって、複雑なキー操作を覚える必要がなくなりました。また、パソコンに

よるキー操作の違いを意識しないで操作できます。

●ウィンドウについて

操作は、ウィンドウと呼ばれる画面の中で行います。ウィンドウは、大きさを自

由に変更したり、移動したりできるので、一度にいくつもの文書を見ることがで

きます。

●グラフィックについて

複雑な図やグラフを簡単に作成することができます。また、イメージ、ビットマ

ップおよびメタファイルを読み込んで、文書に貼り付けることができます。

●文字修飾について

文字の大きさや形、色を変える文字修飾の機能があります。文字に工夫をして、

メリハリのある文書が作成できます。

●さまざまな印刷

通常の印刷のほかに、はがき、原稿用紙などに印刷をすることができます。また、

書体を変えたり、ふちのなめらがな文字を印刷することができます。

●複数の仕事をする

複数の文書を同時に表示させながら交互に編集したり、印刷をしている一方で、

文書の編集を続けることができます。

●広がるOASYS/Winの世界

クリップボードおよびリンク/エンペッド機能を使用して、OASYS/Winと他のアプ

リケーションソフトの間でお互いのデータを利用することができます。また、

OASYS/2 のほか、OASYSシリーズやFM-OASYSなどの、OASYS文書フロッピイを共用

することもできます。

○CD-ROM 内にマニュアルが収められています

本製品は、従来は紙で提供されていたマニュアルを、一部を除き、CD-R〔11内にリフ

トと一緒に収めています。これにより、紙マニュアルを開く手間がなくなり、

DASYS/Winを使いながら、作業を中断することなく画面上でマニニ2アルを検索し、

表示させることができます。

○ 入門 用プ ロ グラム （オン ライ ンチ ュートリ アル） が すぐ に使え ま す

初めてOASYS/Win を お使いになる方のために、 オンラインチュートリアルガCD-R〔JⅥ

に収められています。従来、製品の機能を知る、基本的な操作をマスターするなど

は、まず紙マニュアルを開かなけ ればなりませんでした。し 力ヽし、本製品では紙マ

ニュアルを読まなく ても 基本的な使い方をマスタ ーできる、入門用のプログラム

（オンラインチュートリアル）が用意さ れています。

ｍ
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○そ の他 の オプ シ ョン

OASYS/Win の機 能とは別に、CD-R 〔Ｊ 内には「キーボード操作練習」と「クリップア

ート集」が収めら れています。

●キーボード操作練習

キーボードを、よりうまく使いこなすための練習用の機能です。かな、英字の他、

かな漢字変換練習もできます。キー配置の画面表示や誤打鍵記録などの機能があ

ります。ハードディスクにインスト ールするとアイコンが表示されます。アイコ

ンから起動して、メッセージに従って操作してください。

●クリップアート集

人物、行事、季節、オフィスなどの分野からなる図形デ ータ集（メタファイル）

です。文書中に挿絵として取り込むことなどができます。OASYS/Win の 「組込み

設定」（４ オンラインリフアしノンス）の機能を使って、CD-R〔JⅥがら直接読み込ん

でお使いください。

クリップアート集については、本書の付録、 「クリップアート集」（･卜P.83 ）

を参照してく ださい。格納ディレクトリ構造と、データの一覧が掲載さ れていま

す。
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本文中のメニューおよびコマンドの表記、ページの見方について

本文中の表記 � 解　　　　 説

[C終了１ �プルダウンメニユーの項目を意味しています。

〈了解〉 �ダイアログボックス中のプッシュボタンを意味しています。

[タブj　

口 �

キー操作を意味しています。キー表記は1幾能名で記述されていま

す。実際の操作は、お使いのキーボードによって若干異なります。

詳しくは、「ハンドブック』を参照してください。

機　能 �機能の解説をしています。

サンプル �画面例や、操作の結果を示しています。

確　認 �操作を始める前に、知っておいていただきたい注意事項を説明し

ています。

操　作 �操作手順を説明しています。

取　消 �操作を取り消す方法を説明しています。

項　目 �メニューやダイアログボツクスの項目を説明しています。

活用法 �機能をさらに活用するための説明をしています。

注　意 �その機能を使うときに、注意していただきたい項目を説明してい

ます。

参　考 �その機能を使うときに、知っておくと便利なことを説明していま

す。

※「活用法」や「項目」など、それぞれの項目に対応した参考は、「
り
」マーク

でそれぞれの項目内に記載してあります。

マウスの使い方について

OASYS/Winでは、:文:字入力以外のほとんどの操作をマウスで行えます。本書では、マ

ウスによる操作を中心に説明しています。なお、キーボードで操作することもできま

す。

用　語 � 操　作　方　法

クリック �マウスボタンを１度押して、すぐ離すことをクリックといいま

す。

ダブルクリック �マウスボタンをすばやく２度続けて押すことをダブルクリック

といいます。

ドラッグ �マウスの左ボタンを押しながらマウスを移動して、その後離す

ことをドラッグといいます。

Ｖ
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知っておいていただきたいこと

知っておいていただきたいこと

浄OASYS/W i n CD-ROM版を使う上で、最初に知っておいていただきたいことを 説明します。

必要なハードヴェア・ソフ、トウ ェア

「OASYS/Win CD-R 「初仮」の箱（パッケージ）に入っているもの以外に、次のハードウェア

やソフトウェアか必要です。

◆Windo ｗｓが動作可能なパソコン環境

◆CD-ROM ド ラ イ ブ

外付けのCD-R〔JⅥドライブをご使用になる場合は、CD-R〔JⅥドライブ に添付のマニュアルを

参照して、取り付けを済ませておいてください。

◆ ハ ー ド デ ィ ス ク の 空 き 容 量

本製品をお使いいただくために必要な空き容量は次の通りです。

OASYS/W i n CD-R〔勣版に必須な空き容量 �ハードディスク容量

ＯＡＳＹＳ／Ｗｉｎ �
約16.0MB

文字パタ ーン基本セ ンヽト ／Ｗｉｎ

ＣＤｖｉｅｗ／Ｗｉｎ �約1.9MB

インストールオプションに必要な空き容量 �ハードディスク容量

数式 �約0.3MB

推敲支援 �約1.3MB

StringPro �約0.5MB

グラフィック連携 �約0.5MB

スクリプト �約1.6MB

キーボード操作練習プログラム �約0.5MB

ＯＡＫ／Ｗｉｎ �約1.8MB

いずれもOASYS/Win 他、OASYS/Win のインストールオプション単独の必要量です。

MS-DOS、Windo ｗsに必要な容量や、オプションの文字パターンの容量を含んでいません。

ほ力ヽのソフトをお使いになる場合を考えて、メモリ、ハードディスクの容量には、余裕

を持たせてください。

◆llicr ｏｓoft g Wi ndo ｗｓｌ“

「日本語Micr ｏsofte lindo ｗs・“ V3.0 （V3.0A　 相当）」または 「Micr ｏsoft＠Windo　

ｗsｌ“ Version3.1 」が 必要です．これより古いバージョンでは動作しません．なお、お

使いになる機種ごとのlindo ｗsのレベルについては、パッケージの表曲をご確認くださ

い. 「REA［IE.ａ］こ」の表示方法について詳しくは、 「妬｛ 夏｝S」のマニュアルを参照して

く ださ い．

２



知っておいていただきたいこと

◆ 日 本 語MS-DOS(a)

お使いになるwindoｗsの動作に必要な版数のMs-Dcsを用意してください。

本書では、Windo ｗsの「セットアップ」（準備）が終わっていることを前提として説明し

ます。Windo ｗsに添付のマニュアルを参照し、セットアップを終わらせておいてください。

OASYS/Win CD-ROM 版のインストールについて

購入されたOASYS/Win は、CD-RJ がヽら直接は、ご使用になれません。必ずハードディスク

にインストールして使用してください。

OASYS/Winのインストールディスクは、一度使用すると、そのままでは最初に使用したパ

ソコン以外では再使用できなくなります。実際にご利用になるパソコンにインストールし

てください。なお、アンインストール機能を使用して、パソコンからOASYS/Wirlを削除す

ると、インストールディスクを未使用の状態に戻すことができます。

アンインストールについて詳しくは、「インストールする前の状態に戻す（アンインスト

ール）」（ゆＰ.17 ）を参照してください。

1｡1==･文 字 パ タ ー ン 基 本 セ ッ ト に つ い て ：51=一犬 ＼ﾉ=1:万

OASYS/WinのCD-R［11に収められている「文字パターン基本セット」は、次の文字パターン

やプログラムで構成されています。OASYS/Win をお使いになるには、必ずインストールし

なければなりません。

◆ 表 示 ／ 印 刷 用 基 本 文 字 パ タ ー ン

●OASYS/Win が表示および印刷で使用する基本文字パターンです。弊社が提供する拡張

非漢字（例：①）を含んでいます。

◆ フ ォン ト ド ラ イ バ

●弊社提供の文字パターン、ベクトル文字（Fontcityを除く）をサポートするフォント

ドライバです。

●LAN で接続されたサーパマシンのハードディスクに格納された文字パターンを、各ク

ライアントマシンガら共用する機能も提供します。

◆ 別 売 の 文 字 パ タ ー ン イ ン ス ト ー ル プ ロ グ ラ ム

●本製品に含まれる基本文字パターン以外の、弊社提供の文字パターンおよびベクトル

文字（いずれも別売、Forltcityを 除く ）をWindo ｗs 上 にインストールするためのプロ

グラムです。

卜･弊社が提供する別売の文字パターン､ベ クトル文字のうち､FM R シリ ーズ、FM T〔jWNS　

以外で使用できる製品は限定さ れていますので、ご 確認のうえお求めください。

ｊ



知っておいていただきたいこと

◆ ユ ー ザ 定 義 文 字 用 ツ ー ル

ユーザ定義文字用ツールは、次の３つのプログラムで構成されています。

●漢字フォントエディタ（KFE ）

●ユーザ定義文字保存／復元ユーティリティ（SAVEF〔IT/RESTF〔刈T 〕

●JEF 変換テーブル参照ユーティリティ（CHKJTBL ）

それぞれの機能について詳しくは、『OASYS/Win リファレンスマニュアル』を参照してく

ださい。

=yI八CDV=ie ｗ/Wi ｎlこつ いて

OASYS/Win のCD-R〔lj内 には、 「CDVie ｗ/Win」が収められています。CDVie ｗ/WinはOASYS/Win

を お使いの際に、CD-RJ で 提供される各種CD 辞 書を検索、表示する ソフトウェアです。

検索、広示した内容は、OASYS/Win の 文 書中に取り込むことができ ます。本製品のオンラ

インリファレ ンスをお使いになるには、必ずインストールしなければなりません。

CDVieｗ/Winにつ いて詳しく は、「第５章CDVie ｗ/Winリ フ ァレ ンス」（ゆP.53 ）を 参照

してください。

:万万万･ 〇AK/Win (OASYS か な 漢 字 変 換) ﾍﾟｹ=1こつ い て　==し
宍･==.
万)/…　 ……'I=]へ‥‥ ‥ 十

OASYS/Win のCD-R〔11内 には、「OAK/Win （OASYS かな漢字変換）」が収められています。力ヽ

な漢字変換プログラムとしてGAK/Win を お使いになる場合は、CD-R〔lⅥがヽら ハードディスク

にインスト ールしてご使用ください。

OAK/Win の イ ンスト ール、文字 の入力のしかたについては、『OAK/Win ユ ーザーズガイド 』

を参照してください。

その他のインストールオプションについて

OASYS/Win のCD-R〔lⅥ内には、この他に次のような多くの機能が収められています。

これらの機能は、必要に応じてインストールしてご使用ください。

それぞれの機能を使うには、OASYS/Win の本体のインストール時に一括してインストール

するか、個別に「INSTALL.EXE 」コマンドを使ってインストールします。

◆ 数 式

OASYS/Winにおいて、数学や物理などで使う複雑な数式を利用するためのソフトウェア

です。数式のデータを数式入力画面で作り、文書ｲ乍成画面に数式を表示させます。複雑

な添字、線、記号、ギリシャ文字などのさまざまな要素を含む数式が作成できます。

－
Ａ㈲ 刊 座 瓦(1－eos゙ (･ﾉ!^π/切 sin18･＝1(φ-1)

ｊ



知っておいていただきたいこと

◆ 推 敲 支 援

OASYS/Winにおいて、より完成度の高い文章を作成、編集するために、用字・用語の統

一や、誤字・脱字のチェック、また文章の読みやすさなどをチェックすることができる

ソフトウェアです。推敲支援には、作成／更新中の文書を推敲する「対話推敲」と、作

喘 斉みの文書を文書単位で推敲する「一括推敲」があります。

◆StringPr ｏ

文書中の文字を自由に配置できる機能をもったソフトウェアです。OASYS/Win などのア

プリケーション中へ配置加工した文字を貼り付けます。フォントの種類などを細かく設

定でき、曲線や円に沿った文字配置や文字回転が可能です。

◆ グ ラ フ ィ ッ ク連 携

他のソフトウェアで作成したグラフィックデータを、OASYS2文書の枠の中に取り込むこ

とができるソフトウェアです。取り込んだデータは、図形要素の集まりに変換され、線

画として扱われます。

◆ ス ク リ プ ト

OASYS/Winに対するある一連の処理手順をデータ（スクリプト）として定義して、自動

的に行わせる機能を提供するソフトウェアです。スクリプトのデータを作成するには、

まずOASYS/Win で実際に操作した手順を記録します（スクリプト記録）。これに、条件

判断などを追加したり、処理内容を修正したりして完成させます（スクリプト更新）。

◆ キ ー ボ ー ド操 作 練 習

キーボードをより速く、正確に打てるようになるためのタイピング練習プログラムです。

瓦？、数字、かな、および力ヽな漢字変換の練習ができます。キー配置の画面表示や誤打

鍵記録、入力速度の記録などの機能もあります。

CD-ROMから直接呼び出すソフトウェアについて

次のソフトウェアについては、ハードディスクにインストールせずに、CD-R〔lⅥドライブにCD-R

〔Ｍをセットして直接デ ータを呼び出して使用します。

◆オ ンラ イン チ ュート リアル（４Ｐ．４２）

●チュートリアル　機首鴎召介編

●チュートリアル　操作練習編

◆ オ ンラ イン リフ ァレン ス（ゆP.42 ）

●OASYS/Win　リファレンスマニュアル

●OAK/Win　ユーザーズガイド

◆クリップアート集(4P.83)

５





OASYS/Win

CD-ROM 版 の 準 備

1｡0ASYS/Win CD-ROM 版をインストールする………………………　８

２．インストールオプションを個別にインストールする…………15

3. インストールする前の状態に戻す( アンインストール)=り…･17 上丿



OASYS/Win CD-ROM版をインストールする

OASYS/W i n　CD-ROMI 仮をｲﾝｽﾄｰﾙ する

｛｝OASYS/Win をハードディスクに登録する

OASYS/Winのプログラムは、ハードディスクに登録して使用します。ハードディスクに登録

することを「インストール」といいます。ここでは、OASYS/Winやその他のオプションを一

括してインストールする方法を説明します。

１確　認 ｌ ●インストール先のドライブには、あらかじめインストールするソフトウェアに応じた

空き容量が叱腰です。詳しくは「必要なハードウェア・ソフトウェア」（４Ｐ．２）

を参照してください。

ｲ ダンストダ“ ルプログラムを起動する

●嘔; ●　　
口］Windoｗsを起動する。

[210ASYS/Win のCD-R〔lⅥを、CD-R〔Ｍドライブにセ 　ットする。

･･･CD-RJ ド ラ イブ の設定については、CD-R〔1Ⅵドライブに添付のマニュアルを参照し

てく ださい。

回 「プログラムマネージヤ」の「メイン」から「ファイルマネージヤ」を起動する。

圃OASYS/Win の「インストールディスク」を、フロッピイディスクドライブにセット

する。

●・本書では、仮にドライブＡとします。

匯このとき、フロッピイディスクのプロテクトは、はずしてください。

固　ドライブ「Ａ」の、ファイルの一覧を表示する。

Ｓ



OASYS/Win CD-ROM 版 をインストールする

匠|　ファイルの一覧がら、「INSTALL.EXE 」を左ダブルクリック。

●･インストールプログラムガ起動します。

［2］CD-RJ ドライブを指定し、〈了解〉を左クリック。

●すでにOASYS/Winがインストールされているパソコンに、OASYS/Winを再度インストー

ルする場合、動作環境は初期状態に戻ります。設定済みの動作環境を続けて使用した

い場合は、次の操作を行います。

口］ 再度インストールする前に、OASYS/Winのインストール先ディレクトリのサブデ

ィレクトリ「ETC」内にある「OASYS2.ENV」「OASKCM.INF」「OASTBC.DAT」

「OASTCIC0.DAT」「OASYSBAR.INI」を別のディレクトリに複写する。

なお、動作環境の設定状況により、一部のファイルが存在しない場合があります。

［2］［1］で複写したファイルを、インストール後にもう一度復元する。

夕



OASYS/Win CD-ROM 版を インストールする

インストールするオプ ションを選択する

41:
重::S11　　

●「:文:字 パタ ーン基本セ ンヽト 」と「CDVie ｗ/Win」は 必ずインスト ールしてく ださい。

大 操
。,=,｡
作=j=l 口］OASYS/Win と同時にインストールするオプションを選択し、〈了解〉を左クリック。

･・ここで選択したオプションは、OASYS/Wjn 本体のインストールが終了すると、続

けてインストールされます。

じ2］ 指定内容を確認し、〈了解〉を左クリック

・
…………………………………r･,

今r;y9夕iり:IT ｙ 坏
‥
卜.Ｔ 叫

…… …………… ……………
１

イ ン スト ール を す るた めに 以下 の 容 量 が 必 要 で す
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キーボード操作練習
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●･選択したオプションに尼屡な容量が表示されます。

･･･インストール先のドライブ名とディレクトリを指定するダイアロブボックスが表

示されます。



注　意

OASYS/Win CD-ROM 版を インストールする

●すでに「文字パターン基本セット」がインストールされているパソコンに再度インス

トールを行うと「フォントドライバが導入済みです。」とメッセージが表示されます。

この場合は、メッセージに従ってフォントドライバの導入を解除し、Windoｗsを再起　

動させてから口］の操作をやり直してください。

●ドライブの空き容量を確認する方法

・「ファイルマネージヤ」を使って確認する。

・「MS-DOSプロンプト」でMS-DOSの「DIR 」コマンドで確認する。

・MS-DOSの「DISKPAT 」または「SETUP2」コマンドで確認する。

容量が足りない場合には、不要なファイルを削除するか、区画の設定をやり直してく

ださい。

いずれも、操作方法については、「Windo ｗｓ」および「MS-DOS」のマニュアルを参照

してください。

●インストールオプションは、後から個別にインストールすることもできます。詳しく

は、「インストールオプションを個別にインストールする」（峰Ｐ.15 ）を参照して

ください。

インストール先ドライブとディレクトリを指定する

4: 麗; ●　　
口］OASYS/Win のインストール先ドライブ名とディレクトリ名を入力し、 くインストー

ル〉を左クリック。

･・ドライブ名、ディレクトリ名は、半角で入力します。大文字でも小文字でもかま

いません。ディレクトリ名について詳しくは、「MSo  OS」のマニュアルを参照し

てください。

7７



OASYS/Win CD-ROM 版 をインストールする

初期メニューの表示を選択する

411811　　 口］ 初期メニューの表示を選択し、〈了解〉を左クリック。

●･「行う」を選択すると、OASYS/Win を起動した際、まず最初に初期メニューを表

示します。

●･「行わない」を選択すると、OASYS/Win を起動した際、直接、文書作成画面を表

示します。

●初期メニューの表示は、OASYS/Winのインストール後に、「補助」の「動作環境」

（ゆオンラインリファレンス）で変更できます。

書類を作る

41;1;1111　 ［|］ 書類を作成するかどうかを選択し、

72

〈了解〉を左クリック。

ＴＴ
匯ハードディスクに文書を保存する場合は、「行う」を選択します。

･・フロッピイディスクのみに文書を保存する場合は、 「行わない」を選択します。
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OASYS/Win CD-ROM 版を インストールする

［2］［E］で「行う」を選択した場合のみ操作

書類を作成するドライブ名とディレクトリ名を入力し、〈了解〉を左クリック。

●･ドライブ名、ディレクトリ名は、半角で入力します。大文字でも小文字でもかま

いません。ディレクトリ名について詳しくは、「MSo  OS」のマニュアルを参照し

てください。

●レベルアップなどで、OASYS/Win を再度インストールしても、作成済みの書類は、そ

のまま保存されます。再度インストールする場合は、書類の作成を「行わない」を選

択してください（ゆオンラインリファレンス）。

●OASYS/Win のインストール後に、「補助」の「書類管理」（４オンラインリファレン

ス）で書類を作成できます。また、インストール時に作成した書類の他に、別の書類

も作成できます。

AUTOEXEtuL BATのあるドライブを指定する

7∂



OASYS/Win CD-ROM版をインストールする

指定内容を確認する

4:1;SI　　 口］ 指定内容を確認し、

7j

〈了解〉を左クリック。

･･･指定を変更する場合は、〈取消〉を左クリックし、「インストールするオプショ

ンを選択する」（４Ｐ．１０）から、操作をやり直します。

･･･インストールが開始されます。

L2』 インストールガ終了すると、『OASYS 』のグループに「OASYS 」のアイコンか表示

される。

･・インストールガ終わると、終了のメッセージが表示されます。

●･オプションの同時インストールを指定している場合は、続けてオプションをイン

ストールするよう、メッセージが表示され、続けて選択したオプションのインス

トールガ始まります。



インストールオプションを個別にインストールする

トスンイ -ﾙｵﾌﾟｼｮﾝを個別にｲﾝｽﾄｰﾙ する

{}一括インストールをしない場合、それぞれのインストールオフションを、個別にインストー

ルできます。

●あらかじめ、GASYS/Win を インスト ールしておきます。

CO　Windo ｗsを 起動する。

［210ASYS/Win のCD-R〔徊を、CD-R〔1Ⅵドライブにセットする。

●・CD-R〔JⅥドライブの設定については、CD-RCM ドラ イブに添付のマニュアルを参照し

てください。

固 「プログラムマネージヤ」の 「メイン」から「フ ァイルマネージヤ」を起動する。

圃　OASYS/Win の 「インスト ールディスク」をフロッピ イディスクドライブ にセ よヽノトす

る。

･・本書では、仮にドライブＡとします。

●･こ のとき、フロッピイディスクのプロテクトは、はずしてください。

［S］ ドライブ 「Ａ」の、ファイルの一覧を表示する。

匠l　ファイルの一覧がら、「INSTALL.EXE 」を左ダブルクリック。

●･インストールプログラムガ起動します。

石



インストールオプションを個別にインストールする

7S

国CD-R 〔Ｍドライブを指定し、〈了解〉を左クリック。

匯］インストールするオプションを選択し、〈了解〉を左クリック。

●･画面に表示されるメッセージに従って、インストールしてください。

●･このとき、再度OASYS/Win を選択してインストールすると、OASYS/Win の動作環

境は初期状態に戻ります。



インストールする前の状態に戻す（アンインストール）

ｲﾝｽﾄｰﾙする前の状態に戻す（ｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ ）

E｝OASYS/Winをインストールしたハードディスクを、インストール前の状態に戻します。

また、インストールに使用したインストールディスク（フロッピイ）をインスト ール前の未

使用の状態に戻します。

口］Windo ｗsを起動し、「プログラムマネージヤ」の「メイン」がら「ファイルマネー

ジヤ」を起動する。

圖OASYS/Win の「インストールディスク」を、フロッピイディスクドライブにセット

する。

[a]oAsYs/win のcD-RcM を 、cD-R〔ｌ ドライブにセットする。

圃　フ ァイルマネージヤの画面で、cD-R〔動の¥oAsYs ディレクトリ内のファイルの一覧を

広示させる。

固 「UINSTALL.EXE」を左ダブルクリック。

圓　「インストールディスク」をセットしたフロッピイドライブ名を指定する。

国OASYS/Win のプログラムが格納されているディレクトリおよびAUT〔IEXEC.BATのドラ

イブを確認する。

圓 〈了解〉を左クリック。

ト インストールさ れたファイルか削除さ れます。

･・インストール時に作成さ れたディレクトリが、削除されます。

･・インスト ールディスク（フロッピ イ）が未使用状態に復元されます。

●操作回で〈恥肖〉を左クリック⇒ アンインストールを始める前の状態。

●OASYS/Winがインストールされていたディレクトリに、OASYS/Win以外のプログラムや

データが存在する場合には、ディレクトリは削除されません。

●文字パターン基本セットや数式、推敲支援などのインストールオプションについては、

CD-ROM内にディレクトリが分かれてアンインストールプログラム（UINSTALL.EXE）が用

意されています（OAK/Winを除く）。アンイストールするオプションごとに「UINSTALL.

EXE」を実行してください。

ｊ ７
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OASYS/Win の起動と終了

OASYS/Win の起動と終了

｛｝OASYS/Win の始め方と終わり方について

「起動」とは、Windo ｗsの「フログうムマネージャ」からOASYS/Win

を始めることをいいます。また、「終了」とは、OASYS/Win

の文書作成画面から 剛ndoｗsの「プログラムマネージャ」に戻

ることをいいます。

OASYS/Win を始める

●:II ●　　
●Windoｗsを起動しておきます。

駄

」
－l　　　　　　a 心 吸1　　　　　　　f ●

心 臓鸞９ 修飾・ ｝ 瓦ia男 閃SG ｝f78411 その他巾W ㈲
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け キスト目　OASYS　目　OASYS2 1

口］ フログうムマネージャの「OASYS/Win 」のアイコン

を左ダブルクリック。

●･起動処理中は、OASYS/Win のプロフィール画面が

表示されます。

［2］ﾈ 甫助の「文書形式／文書ドライブ 指定」を 「実行時

指定」に設定している場合

「文書形式／文書ドライブ指定」（４ Ｐ．３７）のダ

イアログボックスの各項目を設定し、〈了解〉を左

クリック。

OASYS/Win のイ ンスト ール時に「初期メニューの表

示を選択する」で「行う」を 選択している場合のみ

操作-
「初期メニュー」（ゆオンラインリファレンス）か

う 「ｲ乍成」を選択。

［110ASYS/Win の文 書作成画面が表示される。

口

咽ヨ［タブ］口

咽 ヨ［タブ］口

〔起 動 〕

●「初期メニュー」の表示を行うかどうかは、補助の「動作環境」（･争オンラインリフ

ァレンス）で後から変更できます。

加



OASYS/Win の起動と終了

!SISlS　　 口］［口終了］］を選択。

●・文書を保存してある場合は、そのまま文書作成画

面が消えてブログうムマネージヤに戻ります｡

［2］ 文書を保存していない場合のみ操作

「保存確認」のダイアログボックスカら、保存方法

を設定

･･･保存方法の詳細→「保存」（４オンラインリファ

レンズ）

･･･「保存」を選択した場合tま、文書が保存されたあ

と、ブログラムマネージヤに戻ります。

[終了j

⑥ 回

訂
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文書作成画面の見方

文書作成画面の見方

浄文書作成画面

文書作成画面で文書の作成や編集ができます。ここでは、文書

作成画面の構成と、その機能について説明します。

爛 謳 ●　
②]ﾝﾄﾛｰﾙﾒﾆｒ 勒ﾜｽ　

／-

④メニニ1－ －

パ ー

⑥ツ ールパー

⑦文書作成／

更新画[a]

⑨シ ステム行

認

け キヤ」10ASYSBOASYS 川

③最小化[ｱｲ]ﾝ

化) 朽ﾝ

最 大化ぶ9ﾝ

⑤ﾌﾞﾙﾀﾞｳﾝﾒﾆﾕｰ

⑧ｽﾜ[]-ﾙﾊﾞｰ



文書作成画面の見方

項　　目 � 項目の内容

①タィトルバー �「OASYS/Win 」と文書題名が表示されます。

②コントロールメニュー　

ボックス �

タイトルバーの上に表示されます。ウィンドウの表

示状態などを操作できます。詳しくは、Windows に

添付のマニュアルを参照してください。

③最小化(アイコン化)ボタン

最大化ボタン �

タィトルパーの上に表示されます。ウィンドウを最

小ｲﾋ、最大化します。

④メニューパー �OASYS/Winの機能の大分類が表示されます。

⑤プルダウンメニュー �メニユーバーの各項目に関連した機能（コマンド）

が表示されます（「プルダウンメニユー」　

（４Ｐ．２６））。

⑥ツールバー �文書を作成、更新するときに使用する機能（コマン

ド）を、簡単に指定できるアイコンです（「ツール

バー」（･争P.24 ））。

⑦文書作成／更新画面 �文書を作成、更新します。

⑧スクロールバー �文書作成画面に表示されていない部分を表示します

（「スクロールバー」（-･オンラインリファレンス））。

⑨システム行 �カーソル位置のページや行、「編集モード」などを

表示します。

●文書作成の基本操作については、「基本的な編集操作の流れ」（ゆＰ.32 ）を参照し

てください。

●次の項目は、補助の「動作環境」（４オンラインリファレンス）で画面に表示しない

ように設定することができます。

・タイトルバー（タイトルバーの上に表示されているものも含む）

●メニューバー

●ツールバー

・スクロールバー

お



ツールバーの使い方

ツールバーの使い方

｛｝ツールバーとは

文書を作成、更新するときに、使用するコマンドを簡単に指定

できる機能です。ここでは、OASYS/Win にあらかじめ用意され

ている「基本形式」のツールバーを例に説明します。

１７キスト|1　0ASYS　 目　OASYS2　1

プルダウンメニューからコマンドを選択する場合

坐 上型 』“呼Ｌ →

ツールバーから機能を選択する場合

・

↓

μ

賀零の皺●単=

昨
・　

Ｕ

あい うア イウ１ ２３Ａ Ｂｃ ｓｂ ｅ安井 字義141aB･i?1“‘“1“I“｢71｣

匝]｢ マ 琴 ¬

使用する機能に対応しているアイコンを左 クリック。

●・以降の操作は、メニューバーからコマンドを選択した場合と同じです。

●ツールバーのアイコンは、キーボードからは選択できません。



ツールバーの使い方

●ツールバーのアイコンについて詳しくは、『ハンドブック』を参照してください。

●ウィンドウのサイズが小さい場合は、’ツールバーにすべてのアイコンが表示できませ

ん。この場合は、ツールバー内の矢印を左クリックして、アイコンをスクロールさせ

て選択することができます。

●「ツールバー表示」（･争オンラインリファレンス）を使って、ツールバーの表示位置

を変えたり、別のウィンドウに表示することもできます。

●「ンヽールバーカスタマイズ」（ゆオンラインリファレンス）を使って、単にコマンド

の呼び出しだけでなく、パラメータを指定したコマンドや、一連の操作手順をツール

バーのアイコンに登録することができます。

５



プ ルダウンメニュー

部

プルダウンメニュー

け キスト|1　0ASYS　1 1 0ASYS川

メニューバー

プルダウン

メニュー

[メニュー]

⑥

⑥ 口

OASYS/Winの各機能（コマンド）は、フルダウンメニューかう

選択することができます。なお、キーに割り当てうれているコ

マンドは、プルダウンメニューを使わずに直接キーで指定する

こともできます。

●:II ●　 ■マウスの場合

口］ メニューバーのメニュー項目名にマウスポインタを

合わせて左クリック。

［2］ プルダウンメニュー内の、使用するコマンド名にマ

ウスポインタを合わせて左クリック。

■キーボードを使ってコマンドを選択する場合

口］ ［メニュー］を押す。

［2］ メニューバーのメニュー項目名を反転表示させて、

｛:↓｝を押す。

固 プルダウンメニュー内の、使用するコマンド名を反

転広示させて、⊆1を押す。



■ キーボードを使ってコマンドを選択する場合

●操作ｌ］で［取丿肖］を押す⇒ 処理を始める前の状態。

●操作G!］で［恥 肖］を押す⇒ 前の操作。

プ ルダ ウンメニュー

●マウスの場合、「ドラッグ」で、メニューの指定とコマンドの選択を一度に行うこと

ができます。

●ファンクションキーなどに割り当てられているコマンドは、プルダウンメニューを使

わずに直接キーで指定することもできます。詳しくは、『ハンドブック』を参照して

ください。

２７



範囲の指定方法

認

範囲の指定方法

l｝範囲選択

移動や複写など、使用する機能によっては、処理の対象となる

範囲を指定する場合があります。範囲の指定には、文字単位で

指定する方法（テキスト型）と、四角で囲んで範囲を指定する

方法（図形型）があります。

テふ スト型

ﾚ曼ド ぎ・」

/　 ｀ Ｓヽ　　 図形型

｢･ あなたのことは一生･　　　･ あなたのことは一生･　
」 いぺ

｜
阻 五 珂

け キスト|1　0ASYS　目OASYS2 1

文 字 単 位 で 範 囲 を 指 定 す る 二 土…
……=二
……， 八万万√I:宍,万

41●IS　　
ドラッグして範囲を指定する場合

「 処理範囲開始位置

〔テキスト型〕

Ｓ　梨図回顧扁1い花なのです。

処理範囲終了位置

ドラッグ

２点を左クリックして範囲を指定する場合

王様は、町 った。飛　　　　　 ｌ 王様は、16溺匹 ㎜

左クリック　1:SHIFT］十左クリック

●;置; ●　
■ドラックして範囲を指定する場合

口］ 選択型をテキスト型にする。

･・画面卜に「　」が表示されます。
－

･･･選択型の詳細→「選択型変更」（４オンラインリ

ファレンス）

回 指定する範囲の先頭（または末尾）の文字にカーソ

ルを移す。

固 指定する範囲をドラッグ。

⑨

1:範囲選択〕



＼

取

．

消

･ ･..:1誠i:･　;･

卜i参　 考

■２点を左クリックして範囲を指定する場合

口］ 選択型をテキスト型にする。

［2］ 指定する範囲の先頭（または末尾）にカーソルを移

し、左クリック。

団　指定する範囲の末尾（または先頭）にマウスボイン

タを合わせ、［SHIFT ］を押しながら左クリック。

⑥

[範囲選択]

■ドラッグして範囲を指定した場合

●操作ｌ]中または後に右クリック⇒ 指定した範囲の取り消し。

■２点を左クリックして範囲を指定した場合

●操作図後に右クリック⇒ 指定した範囲の取り消し。

範囲の指定方法

●コマンドを選択したあと、範囲を指定することもできます。

●範囲指定後に新たな範囲指定を始めると、直前に指定した範囲は取り消されます。

●一度指定した範囲に対して文字の修飾のコマンドを行った場合、コマンド実行後も範

囲指定は保存され、続けて編集機能を使用することができます。

●補助の「動作環境」の設定により、処理の対象となる範囲が変わります。詳しくは、

「カーソル位置と選択範囲の関係」（うＰ.30 ）を参照してください。

●補助の「動作環境」の「編集モード設定」（一争オンラインリファレンス）の「選択範

囲表示」により、指定した範囲を下線で表示するか反転で表示するかを選択できます。

・

ドラッグ

２点を左クリックして範囲を指定する場合

= ●

十左クリック

ﾌ 千゙〔図 形 型〕
ダ

�得　点��１�２ �３ ��４�５ �６

�ﾌｧｲﾀｰｽﾞ

�ﾊｲﾀｰｽﾞ
J

L姐 二 雪

即



範囲の指定方法

●１; ●　
■ドラッグして範囲を指定する場合

口］ 選択型を図形型にする。

●･幽［自］目こ「口」が表示されます。

●･選択型の詳細→「選択型変更」（ゆオンラインリ

， ファレンス）

［2］ 指定する範囲の方卜端にカ ーソルを移す。

［a］ 指定する範囲をドラッグ。

■２点を左クリックして範囲を指定する場合

口］ 選択型を図形型にする。

［2］ 指定する範囲の左上端にカーソルを移し、左クリッ

ク。

固 指定する範囲の右下端にマウスポインタを合わせ、

［SHIFT ］を押しながら左クリック。

ｊ取:曹ij

＝ly％

即

⑥

[範囲選択]

⑥

[ 範囲選択]

■ドラッグして範囲を指定した場合

●操作UI]中または後に右クリック⇒ 指定した範囲の取り消し。

■２点を左クリックして範囲を指定した場合

●操作ｌ]後に右クリック⇒ 指定した範囲の取り消し。

●コマンドを選択したあと、範囲を指定することもできます。

●範囲指定後に新たな範囲指定を始めると、直前に指定した範囲は取り消されます。

●一度指定した範囲に対して文字の修飾のコマンドを行った場合、コマンド実行後も範

囲指定は保存され、続けて編集機能を使用することができます。

●指定する範囲を四角く囲むことによって範囲が指定されるので、右上端、左上端、右

下端、左下端のどこからでも指定ができます。

●補助の「動作環境」の「編集モード設定」（４オンラインリファレンス）の「選択範

囲表示」により、指定した範囲を線で表示するか反転で表示するかを選択できます。

カ ー ソ ル 位 置 と 選 択 範 囲 の 関 係　　 ……゚ j･.:ﾉj……… ……I:j1:……　　 卜　　 ………

●:IS'
゜竺 ゲ 聚 ？ 鷲 懸 鷲 監 竺?､ ご 歴 然 雲 誓 琵 ご 弘 に　
ンラインリファレンス) の｢ オブジェクト選択範囲｣ の設定により､ 対象となる範囲
が違います。



ｻﾞ7=lン プ ル

１ 項　 目　 ｜

･E匡E洒i:E.　　　ili･

範囲の指定方法

■範囲の先頭から指定した場合

画面での指定範囲

門ｙヤ゛　　　　　　　　 － や了位讐

園生懸命圖生きている

モード １

一生懸命

■範囲の最後から指定した場合

画面での指定範囲

モード２　　▼　　　　　　 モード３　゛

一生懸命　　　　　　　　　 一生懸命に

選択される範囲

モード１　　●　　　　　　　 モード２　　

１　　　　　　

モード３　

↓

一生懸命　　　　　　　　　　生懸命に　　　　　　　　　 一生懸命に

○：処理の対象になる　　×：処理の対象にならない

範囲の指定方向 �「オブジェクト選択範囲」の設定 �開始位置 �終了位置

範囲の先頭から指定　　

(左から右へ指定) �

モード１ � ○ � ×

�モード２ � ○ � ×

�モード３ � ○ � ○

範囲の最後から指定　　

(右かう左へ指定) �

モード１ � × � ○

�モード２ � ○ � ×

�モード３ � ○ � ○

訂



基本的な編集操作の流れ

基本的な編集操作の流れ
師 司

↓⑤

⑤　

↓索 司
｀Si　　 ／

恙’　 」

け キスト目　OASYS　1 1 0ASYS川

吟編集コマンドの基本操作

文書作成画面では、文字の入力、入力済みの文字や図形に対す

る複写。削除などの編集を行うことができます。

ここでは、各編集コマンドに共通な操作方法を、[C編集:1]の

Ｄ 徴:1]を例に説明します。

む

処理範囲を先に指定し、コマンドを実行する場合

蝉の声が騒がしく匯ｉＳ Ｓｉｌ●なった。平 ニノ
処理範囲を指定

コマンドを先に選択し、処理範囲を指定する場合

じ升 ］
Ｓ

●１;SI　
■処理範囲を先に指定する場合

：　参 Ｊ ｌ　ｌ

口］ 処理の対象となる範囲を指定。

→回
処理範囲を指定

[2] メ ニ ューバーの[ Ｇ扁集:1]がら[ 硝･]除]] を選 択。

■コマンドを先 に選択する場合

口] メニューバーの[ ひ扁集ﾕ] から Ｄ･｣除j]を 選択。

[Z] 処理 の対象となる範囲を指定。

[ 範囲指定]

〔削除〕

〔 削 除 〕

⑨ 回

●範囲の指定方法について詳しくは、「範囲の指定方法」（一争Ｐ.28 ）を参照してくだ

さい。



ダイアログボックスの設定方法

ダイアログボックスの

設定方法
Ｏ 検 俯角

04/3 拡大

Ｏ 半 角

Ｏ 拡 大解 除

○皐 角Sg瞳

ｔ 糞 蓼な'kj

あ

倍率(l)

。回 Ｆ 。回l(2~ 。

延長方向(ｌs 魯様qり

lt延ひ111 口゙ Ｑ謹

文字魯９ ．　 ゜
ｍ °囃

一一ヽ･゛|･I :: ::

７ ？; に?|

練の太さ1)　

●－ ○－

縁 取りqp

○あ り

○ なし

●変 更 なし

反転(ｐ

○あ り

Ｑ なし

●良 更 な し

大 文字(l)

○ あり

○な し

●変 更 なし

色(QX

|[鯉 互l]111

斜 休 角 皮 ＠:

眼 駐kJI･|

晒転 角 度(l〉l

廊 司il

け キスト目　OASYS　1 1 0ASYS2 1

お

【》ダイアログボックス

ダイアログボックスの設定方法には、数値（文字）入力式の設

定と選択式の設定があります。

!傾国 χS　
■数値または文字の入力式の設定欄

①

②

③

■選択式の設定欄

文字

０ ４倍角

背゛

Ｅむ 向｢〒百石一 羽

囚サイズ（Ｓ）

口最終更新日

? 終更新時刻

- 」

－→

－→

○指定拡大

０４倍角

野 ゛

図サイズ（Ｓ）

口 最終更新日

? 終更新時刻



ダイアログボックスの設定方法

◆ 数 値また は文字 の入力 式の設 定欄 の場合

・ キーボードから直接数値や文字を入力する場合

口］ 設定欄の枠の中にマウスポインタを合わせ左クリック。

･・枠の中に「｜」状のカーソルが表示されます。

LZ］ 数値または文字を入力する。

●･枠の中にある数値や文字は、［削除］または［後退］を使って削除できます。

◆ 数 値 を 設 定 す る 欄 に|↓lｔ｣が あ る 場 合

数値を設定する欄に[t[t]があ るとき、その矢印を左クリ ックすると数値が変わります。

[t]で数 値は大きくなり、[茎]で 数値は小さくなります。また、マウスのボタンを押し続け

ると連続して数値が屡 咸します。

◆ 選 択 式 の 設 定 欄 の 場 合

●ａ）サンプルの①の場合

「○」「○」が表示されています。「○」が現在設定されている項目です

口］ 設定する項目にマウスポインタを合わせ左クリック。

卜設定した項目に「○」が表示されます。

■(b)サンプルの②の場合

四角の枠に表示されている項目が、現在設定されている項目です。

国　四角の枠の横にある「↓」を左クリック。
－

･・設定できる項目の一覧が表示されます。現在設定されている項目は、反じ表示さ

れます。

［2］ 設定する項目を左クリック。

･･･設定した項目が、四角の枠に表示されます。

■（Ｃ）サンプルの③の場合

設定されている項目には「図」が表示されます。設定されていない場合には「口」が表

示されます。該当する項目であれば、いくつでも同時に設定することができます。

［口　設定する項目を左クリック。

卜・「口」の項目を左クリックした場合は、「図」の表示に変わり、その項目が設定

されます。「図」の項目を左クリッつした場合は、「口」の表示に変わり、その

項目の設定が解除されます。

●数値を入力する場合は、半角文字が入力できる状態にしてから入力します。

み
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書類や文書を選ぶ

E}一覧表の基本操作

書類リストや文書リストなどを総称して一覧表と呼びます。

ここでは、一覧表からの文書などの選択方法を説明します。

ｌｙキスト|1　0ASYS　1 1　0ASYS2　1

→

�－|　　　　　　文書リスト〈更新＞

�　EΞl!]51吸　　　　　　　　口鱗文書作成ｏ表示のみパス　:E;yBINμ岫2　　　　　　　　残り文盲壁；恥45買ａｌ
ｏＳａＳＹＳ００１　　　

趙名　　　　　　　　 フタイル名買●傑文字
�9ち合わせ用　　　　　　　　　ｇ,恥3H2x　40　1｀食の会11SI會　　　　　　　　佩翁5312 3 1　40

.?　　　　　　　　　 ≪叫R≫

�了ＳＩ取綸１

口］ 指定する文書にマウスボインタを合わせ左クリック

●･指定した項目は反転表示になります。

［Z］ 〈了解〉を左クリック。

●操作ｌ］で〈恥肖〉を左クリック⇒ 文書作成画面に戻る。

お
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お

①ツールバー

③

②

④

項　目 ������ 項目の内容

①ツリ レバー ������表示されている一覧表に対して、各種の処理を行うと

きに選択します。なお、「項目」欄の英字は、機能を

キーで選択する場合の文字キーです。

����Ｄ�文書形式／

文書ﾄﾞﾗｲﾌ指゙定 �

文書形式や文書ドライブを切り換えます（「文書形式

／文書ドライブ指定」（４Ｐ．３７））。
��眉

����Ｓ�検索／

整列条件設定 �

一覧表の表示内容を、設定した条件で検索したり、並

べ変えたりします（「検索／整列条件」（４オンライ

ンリファレンス））。

��[も

����Ｒ�やり直し �検索／整列の条件の設定をやり直します（「やり直し」

（ゅオンラインリファレンス））。

��;1:）

����Ｅ�拡張表示 �文書の詳細な情報を表示します（「拡張表示」（４オ

ンラインリファレンス））。

横スクロールにより、表示しきれない情報を表示でき

ます。

��固

����Ｐ�一覧表印刷 �一覧表を印刷します（「一覧表印刷」（ゅオンライン

リファレンス））。
��ｔ

����Ａ�全選択 �選択できる項目をすべて選択します（「全選択」（４

オンラインリファレンス））。

選択できる文書は、最大512 件です。

��･･雫立

�固�
��Ｎ�全解除 �選択されている項目をすべて解除します（「全解除」

（４オンラインリファレンス））。

② ������

パス名、書類名、フロツピィ名、残り文書量、残りデ

ィスク容量などを表示します。

●･テキストファイルの一覧表の場合は、この部分にパ

ス名やファイル名の入力欄が表示されます。この入

力欄にパス名などを入力して、選択することもでき

ます。

③ ������文書やイメージの題名、ファイル名などの情報を一覧

表（リスト）にして表示します。

④ ������題名などの情報の一覧（③）の部分が画面に表示しき

れないときに、表示内容を切り換えます（「スクロー

ルバー」（４ オンラインリファレンス））。
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■複数の項目を指定するとき

「保存文書印刷」や補助の「文書管理」では、一覧表で複数の文書を選択できます。一

覧表が表示されたあと、指定する項目にマウスポインタを合わせ、［CTRL］を押しなび

ら左クリックします。また、指定する項目が連続して並んでいる場合は、ドラッグまた

は［SHIFT:|を押しながら左クリックで指定することもできます。

なお、指定済みの項目（反転表示）の指定を取り消すときは、その項目にマウスボイン

タを合わせ、再度［CTRL］を押しながら左クリックします。

り　 ●すべての文書を指定する場合や、指定した文書をすべて取り消す場合は、「全

選択」や「全解除」を使うと便利です（「全選択、全解除」（４オンラインリ

ファレンス））。

●「保護」の欄に「有」と表示されている文書は、更新での文書の置き換えや文書削除

ができません。詳しくは、「書込保護設定／解除」（ゆオンラインリファレンス）を

参照してください。

ツールバーについて

●使用するコマンドにより、表示されないアイコンがあります。

●選択できないアイコンは、グレーで表示されます。

●キーボードでは選択できません。　　　　　‥

文書形式、

●左ダブルクリックで項目を指定することもできます。

●複数の文書を選択しているときは、残り容量の下に、選択した文書数が表示されます。

OASYS2文書の一覧表

�一|　　　　　　文tJスト〈文●管理＞

�　M旦ISSほ恥!

パズぢI E:ySgillVBIS勣01　　　　　　　 残り文盲巷; 四 買
冑

進?11Rs 0 1　

遡杖餓 ｌ
書　 名：峙候のあいSぅ　　

湘 名　　　　　　　　 ファイル名買 咎 な 文字

�F巾几リスト　　　　　　　　　04305029 1 1　40　貫状サンプル　　　　　　　　　oa励10 1 2　40

‥】　　　　　　　　　 ≪Dlb

�ｆ截雷昌緬�溺EIEI削随|四　F;iｦ
一 一 一 一 一 一 一

Ｓ

テキストの一覧表
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●１; ●　　
口］ ツールバーの「E圖（文書形式／文書ドライブ指定）」

のアイコンを左クリック。

［2］ 「文書形式／文書ドライブ指定」の各項目（啼項目）Ee ヨ［タブ］口

を設定し〈了解〉を左クリック。

･･･設定方法の詳細→「ダイアログボックスの設定方

法」（･争P.33 ）

4 冒; ●　

●操作［Z］中で〈取消〉を左クリック⇒ アイコンを選択する前の状態。

ﾉ司|『

１ 注ﾉ ………意 ｌ

－|　　 文書形式戊書四 ア指定

文 書 形 式

＠OASYS2(2)　　　　　
－

OOASYS(O)　　　　　
－

〇ﾃｷｽﾄ( 工)|

了 到| 取 剛

文 書 卜゛ﾗｲ ﾌﾞ(D)　　　

－

m ¬j

項　　目 �� 項目の内容

文書形式 ��処理の対象とする文書の形式を設定します。

�GASYS2文書�OASYS2文書形式の文書を扱うときに設定します。

�OASYS文書 �OASYS文書形式の文書を扱うときに設定します。

�テキスト �テキストファイルを扱うときに設定します。

文書ドライブ ��処理の対象となる文書が保存されているドライブを設定します。

●FM-OASYS のハ ードディスクの文書は指定できません。

お
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文書の保存のしくみ

文書の保存のしくみ
夏だ！ビールだ！ｸﾙｰ ｼﾞﾝｸ ！゙の

お知らせ！

ｌ．日　　時　了月２５日　

午後６時半
２．集合場所　ここ！

匹 由

ハードディスク
フロッピイディスク

け キスト目　OASYS　目　OASYS川

卯

浄保　 存

作成または修正した文書は、ハードディスクまたはフロッピイ

に保存します。また、OASYS/Win では、文書をわがりやす＜分

類して保存するための「書類」を作成することもできます。

◆ 文 書 の 保 存 場 所 に つ い て

作成した文書の保存場所については、大きく分けてハードディスクとフロッピイディス

クの２つがあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＾

■ハードディスクに保存する

ハードディスクには、「書類」を作成できます。書類の実体は、通常のディレクトリと

同じですが、書類には日本語の題名を付けたり、暗証番号を設定したりすることができ

ます。書類ごとに、保存する文書の内容を区別して、文書を分類しておくと便利です。

ロ ッカ ー

(ハ ードディスク)

バインダー

(書類)

書類は、OASYS/Win のインストール時の指定、または補助の「書類作成」（ゆオンライ

ンリファレンス）で作成します。

なお、書類以外の通常のディレクトリにも文書を保存することができます。

■フロッピイに保存する

フロッピイに保存する場合は、フロッピイを初期化しておきます。

文書を保存できるフロッピイは次のとおりです。

・MSo  OSで初期化したフロッピイ。

・OASYS シリーズや、補助の「OASYS 文書フロッピイ作成」（ゆオンラインリファレ

ンス）で初期化したフロッピイ（OASYS 文書フロッピイといいます）。



文書の保存のしくみ

卯

◆ 保 存 す る 文 書 の形 式 と 保 存 場 所 の 関 係 に つ い て

OASYS/Winで作成できる文書の形式は、「OASYS2文書」「OASYS 文書」「テキスト」の

３つです。作成する文書の形式によって、保存できる場所が違います。保存場所と文書

形式の関係を次に示します。

○：保存可　×：保存不可

ﾌ漕゙に
� ハードディスク �� フロツピィ

�書　類 �書 類 以 外 �OASYS �MS-DOS

OASYS2 � ○ � ○ � × � ○

OASYS � ○ 事1 � ○ � ○ � ×

テキスト � ○ 本2 � Ｏ � × � ○

＊I FM-OASYSの書類に保存することはできません。

＊2 保存時には、書類も通常のディレクトリと同様に表示されます。

◆ 保 存 の 方 法 に つ い て

文書の保存方法には、次の３つがあり ます。

■保　存

すでに指定されている保存場所（「動作環境」や。文書作成画面の表示前に指定）に文

書を保存します。

新規に作成した文書は、新たに文書が保存されます。

すでに保存されている文書を修正した場合は、修正前の文書が修正後の文書に置き変わ

ります（修正前の文書は無くなります）。

詳しくは、「保存」（４オンラインリファレンス）を参照してください。

■別名で保存

文書名や保存場所をあらためて指定したあと、その指定に従って文書を保存します。

新規に作成した文書の場合は、「保存」と同じように保存されます。

すでに保存されている文書を修正した場合は、修正前の文書はそのまま残り、修正後の

文書は別の文書として保存されます。

詳しくは、「別名で保存」（･多オンラインリファレンス）を参照してください。

■終　了

OASYS/Winを終了します。ただし、作成、修正した文書を保存していない場合は、保存

を確認するダイアログボックスが表示され、保存方法を選択できます。選択した方法に

従って処理され、GASYS/Win が終了します。

詳しくは、「終了」（ゆオンラインリファレンス）を参照してください。

●書類は、MS-DOSで初期化したフロッピイにも作成できます。ただし、フロッピイに作

成した書類には、OASYS 文書は保存できません。

●フロッピイのほかに、ICメモリカードにも文書を保存できます。保存できる文書形式

などは、フロッピイと同一です。ただし、ICメモリカードを使用する場合は、MS-DOS　

のICメモリカードライブラリ（FM Rシリーズ、FM TOWNSでのみ使用可能、別売）が必

要です。
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オンラインマニュアルとは
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オンラインマニュアルとは

{}オンラインマニュアルとはソフトウェアの使い方を、そのソフトウェアの中で説明している

マニュアルです。紙マニュアルを開＜ことなしに、ソフトウェアを操作しながら、リアルタ

イムに情報を引き出すことができます。

本製品のオンラインマニュアルの種類

◆ オ ン ラ イ ン チ ュ ー ト リ ア ル

はじめてOASYS/Winを使う方のためのマニュアルです。DASYS/Winの基本的な機能や操作

方法を、実際にソフトを使いながら理解することができます。オンラインチュートリア

ルには次の２つがあります。

●機首齢召介編

OASYS/Winの特に重要な基本的な機能を説明しています。メッセージに従って操作し

ていくと、OASYS/Win の機能の概要を、絵や音で知ることができます。

●操作練習編

OASYS/Winの特に重要な基本的な操作や機能を説明しています。OASYS/Win の動きを

画面で確認しながら実際に操作を行うことができ、OASYS/Win の基本操作をマスター

できます。

◆ オ ン ラ イ ン リ フ ァ レ ン ス

OASYS/Win の機能や操作の詳細を説明したマニュアルです。実際にソフトウェアを使用

しているときに、CDVieｗ/Winを使って、マニュアルを自面上で見ることができます。操

作の方法がわ力ヽらなくなったとき、そのソフトウェアでどんなことができるのかを知り

たいときにお使いください。オンラインリファレンスには次の２つがあります。

●OASYS/Win リファレンスマニュアル

●OAK/Win ユーザーズガイド

◆ オ ン ラ イ ン ヘ ル プ

OASYS/Winの各ダイアログボックスの くヘルツ〉ボタン、またはメニューバーの[Cヘル

プ]]を選択し、OASYS/Win の操作方法や機能の概要を知ることができるマニュアルです。

メニューの内容を知りたいとき、文書編集の基本操作を知りたいとき、各ｵ幾能の概要や

操作方法を知りたいときにお使いください。各機能のより具体的な内容については。

『オンラインリファレンス』をお使いください。
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言ij:　　･ESji:

オ ン ラ イ ン チ ュ ー ト リ ア ル の 使 い 方

ｵﾝﾗｲﾝﾁｭｰﾄI｣ｱﾙの使い方

E}オンラインチュートリアルは、アイコンをクリックしてCD-ROMから直接読みだして使います。

メッセージに従って実際に操作を進めていきます。

●ご使用になる機種や環境によっては、音声の一部が切れる、画面表示が一部乱れる、

または表示色が変わるなどの現象が発生することがあります。あらかじめご了承くだ

さい。

●オンラインチュートリアルを再生する場合は、サウンドボードが必要です。音声デー

タを再生できない環境でオンラインチュートリアルを起動すると、メッセージが表示

されます。この場合は、< 以後エラー無視〉を左クリックして操作を進めてください。

●ご使用になるCD-ROMドライブユニットによっては、オンラインチュートリアルを

CD-ROMから読みだすのに時間がかかる場合があります。あらかじめご了承ください。

●オンラインチュートリアルが起動中に、CD-ROMドライブの電源を切らないでください。

正しく動作しなくなることがあります。

●あらかじめOASYS/Win を 、 ハードディスクにインスト ールしておきます。

●Windo ｗsを 起動しておきます。

●CD-R〔11ド ライブの電源を入れ、CD-R〔1ⅥドライブにOASYS/Win のCD-R〔淵をセットしてお

きます。

宍゙:゛｢･機 能 紹 介 編(OASYS/Win ガ イ ド)゛

●:IIS　 ■起動するとき

口］ 「OASYS」のグループから「チュートリアル　機育鴎召介編」のアイコンを左ダブル

クリック。

●・「OASYS/Winガイド」のオンラインチュートリアルガスタートし、初期固面が表

示されます。

［2］　〈スタート 〉を左クリック。

･･･メ ッ セージに従って、操作を進めてく ださ い。

■終了するとき

（ａ） オンラインチュートリアルを「おわり」まで見たとき

口］ 〈終了〉を左クリック。

･･･ここで〈最初がら〉を選択すると、もう１度オンラインチュートリアルガスター

トします。

召



オンラインチュートリアルの使い方

（b）途中で終わるとき

口］ 〈はじめに戻る〉を左クリック。

卜 初期哩』由］に戻ります。

［2］ 〈終了〉を左クリック。

●オンラインチュートリアルのアイコンは、OASYS/Win本体のインストール時に同時

に書き込まれます。

●クリックなどをする操作のところで、しばらく何もしないでいると、自動的に次へと

進みます。

操作練習編（OASYS/Win 入門）

■起動するとき

［l］ 「OASYS」のグループから「チュートリアル　操作練習編」のアイコンを左ダブル

クリック。

●･「OASYS/Win入門」のオンラインチュートリアルガスタートし、メニュー画面が

表示されます。

jj

O ＡＳＹＳ/Ｗｉｎ入

まと めのク イズ

●･以下、本項ではこの画面の項目をメニューと呼びます。

l ］ メニュー（４項目）の中から、〈文書を作る（Part l ）〉を左クリック。

卜 「文書を作る（Part l ）」カスタードします。メッセージに従って、操作を進め

てください。
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･・以下、本項ではこの画面の項目をサブメニ ューと呼びます。

■終了するとき

口］ 操作の途中で、メニュー画面に戻つていない場合のみ操作

サブメニューの中から〈メニューへ戻る〉を左クリック。

･・メニュー画面に戻ります。

圖　メニューの中がら〈終了〉を左クリック。

●･オンラインチュートリアルガ終了します

!S11SI　　 ■メニ２
‾画面の項目

．

(メ
一

一
ユ ー ）

メニュー項目 � 項目の内容

文書を作る　　　

（Part l ） �OASYS/Win

の基本的な使い方を説明しています。OASYS/Win

の起動／書式の設定／文字の入力と挿入／範囲の

選択と修正／文書の保存と印刷/OASYS/Win の終了／まとめ

文書を作る　　　

（Part 2 ） �OASYS/Win

の文書をより美しく、見やすくするための機能を

説明しています。

文書の更新／行の長さの変更／文字の修飾／センタリング／

飾り罫線／まとめ

表を作る �表の作成／表内の文字の編集／表の拡大と編集／まとめ

データの活用 �データの組み込み／データのリンク／まとめ

まとめのクイズ �学んだことのまとめを、○×のクイズにしています。

終了 �オンラインチュートリアルを終了します。

召



オンラインチュートリアルの使い方

■途中から始めるとき、途中で終わるとき

チュートリアルを操作している途中で、他のサブメニューヘ進むことや、ｲ也のメニュー

ヘ進むことができます。また、操作の途中でオンラインチュートリアルを終わらせるこ

ともできます。次の手順で操作します。

口］ サブメニューの中から、次に進むサブメニューまたは〈メニューへ戻る〉を左クリ

ック。

［2］ 〈メニューへ戻る〉を選択した場合の祠 桑作

メニュー画面で、新たに進むメニューを左クリックまたは〈終了〉を左クリック。

●音声データの再生ができない環境で使用する場合、お使いになるパソコンによっては、

画面の切り換えが速すぎることがあります。このような場合には、メニュー画面の

〈音を消す〉をクリックしてから項目を選んでください（「音を消す」をクリックす

ると、表示は「音を鳴らす」に変わります）。

●オンラインチュートリアルのアイコンは、OASYS/Win 本体のインストール時に同時に

書き込まれます。

●クリックなどをする操作のところで、しばらく何もしないでいると、自動的に次へと

進みます。
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オンラインリファレンスの使い方

ｊ７

オンラインリファレンスの使い方

ｙ オンラインリファレンスは、アイコンから、またはOASYS/Winを使用中に、CDVieｗ/Winを使

って検索します。

－ルバー

（それぞれのアイコンの機能について詳しくは 「第５章　CDVie ｗ/Winリフ ァレ

ンス」（４ Ｐ．５３）を参照してください）

「 ※
マニュアル名称が表示さ れます。

タイトル

(機 能名)

サブタイトル

(機能の用途)

説明する機能の

ワンポイント解説

この節で説明している

機能が使える文書形式

※図版は、縮小されて表

示されます。原寸大で

見ることもできます。

（「図版原寸大」

（･多P.75 ））
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）ｷｰ を押しながら左クリックします.
ll定した網が削除されたあと､再び闘始位置を指定する状郷になります。

Ｏ  几Mg4

作をした鳩合は､ 網が消えた裁後に右クリックすると、潰えた綱が復元さ

れ､ 開始位蘆の指定状態に戻ります.

（（ 複致の轜を¬嘔 に肺 拿するとき ））

れる網はすべて削除されます．

O  !〉SlilSl
内でも、ウィンドウ内に関始点かない綱は削除されません．

※「活用法」や「項目」など、それぞれの項目に対応したヒントや留意点は、

（＜）））」マークで、それぞれの項目内に記載してあります。

関連項目ジャンプ「紳」（左ダブルクリックで、その語句に関連する項目の説明が表示されます。）



オンラインリファレンスの使い方

◆本文中のメニューおよびコマンド表記

本文中の表記 � 解　説

[網かけ消] �フルダウンメニユーの項目を意味しています。

＜ 了 解 ＞ �ダイアログボックスの中のプッシュボタンを意味しています。

〔CTRL〕キー �キーを意味しています。

オンラインリフ ァレンスの起動 と終了

!S:
１: ●　　

●あらかじめCDVieｗ/Winを、ハードディスクにインストールしておきます

●Windoｗsを起動しておきます。

●CD-RJ ド ラ イブの電丿原を入れ、CD-RJ ド ラ イブにOASYS/Win のCD-R〔lⅥをセ 　ットしてお

きます。

!ISI;lllS　 ■CDVie ｗ/Winを起動する

CDVieｗ/Winを 起動してがら、検索項目を選んで、検索を行います。

口］ 「OASYS-CDVie ｗ」 のアイコンを左ダブルクリック。

●･書 籍選択のダイアログボックスガ表示されます。

TTI
［2］ 検索する書籍を選択し〈了解〉を左クリック。

●･CDVieｗ/Winの画面が表示され、オンラインリファレンスのタイトルと著作権に関

するメッセージなどが表示されます。

釜享ら1 ●仙゛I ，il.罵 Ｉ 慨ｔＱ｀・ ノン１ノ心り ヘル ．'(国

t114 ぷ11!J!6SXI 凭ぷ国疆甕 層 両i ほ６『 司
■　　　　　
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オンラインリファレンスの使い方

■CDVie ｗ/Winを終了する

口] 次のどちらかの操作を行う。

(1)[C基本:1]のフ ルダウンメニューガら[５冬了:l]を 選択。

(2)コ ントロールメニューから[E:クロ ーズ]] また は[C閉 じる;] を 選択。

･・終了確認のダイアログボックスガ表示さ れます。

［2］ メッセージに従ってボタンを左クリック。

●CDVieｗ/Win起動中にCD-ROilドライブの電源を切らないでください。正しく動作しなく

なることがあります。

●FMR シリーズでCD-ROMを利用する場合で.CD-R〔ｌドライブユニットに、FMCD-101、

102、103以外の装置を使用するときは、次のようにしてCDVieｗ/Winを起動してくださ

い。

1.CD-RO 鯛ドライバとllSCDEX.EXEを登録する。

２．起動パラメータ「OASYSCD.EXE -X」を追加する（プログラムマネージヤ上のコマ

ンドラインを変更する）。

なお、CD-RO附ドライバとMSCDEX.EXEは「CD-ROMライブラリ」として別売されるほか、

一部のソフトウェアやハードウェアに添付されます。

●CDVieｗ/WinはOASYS/Win の文書作成画面の[Eその他1]のプルダウンメニューからも起

動することができます。

機能の探し方 ＼

オンラインリファレンスを便利に使うための、CDVie ｗ/Winの 基本的な操作を説明します。

それそれの機能について詳しくは、 「第５章　CDVie ｗ/Winリ フ ァレ ンス」（４ Ｐ．５３）を

参照してく ださい。

◆ 目 次 、 索 引 か ら 項 目 を 検 索 す る （「目次（CDVieｗ/Win）」（４Ｐ７ ０）

「索引」（４Ｐ．７Ｄ ）

本の目次や索引がら項目を探しだすように、画面上に表示された目次や索引がら、項目

を選択して検索できます。

◆ 調 べ た い 項 目 を 入 力 し て 検 索 す る （「入力語検索」（４Ｐ．６５））

検索したい語句がわかっているときに、直接キーボードから語句を入力して検索できま

す。また、語句を完全に覚えていない場合でも、単語を組み合わせて検索できます。
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オンラインリファレンスの使い方

◆ 関 連 す る 項 目 を 表 示 さ せ る （「関連項目ジャンプ」（４Ｐ．５７））

検索した項目の解説文中に網かけされた部分「う」がある場合、その部分を左ダブルク

リックするだけでその語句の関連項目ヘジャンプして説明文を表示できます。

◆ 画 面 を ス ク ロ ー ル す る （「前画面、次画面」（４Ｐパ6 ）「前項目、次項目」

（４Ｐ．７６））

画面に表示されていない項目を表示できます。また、ウィンドウの右側や下側にあるス

クロールバーでも操作できます。

◆ 図 版 を 元 の大 き さで 表 示 さ せ る （「図版原寸大」（４Ｐ．７５））

図版はCD-RDⅥ内に入っているデータを、通常は縮小して表示します。図版原寸大を選択

すると、CD-RJ に入っているデータの大きさで図版を表示できます。図版をもっと大き

くして見たいときに選択します。

●次の機能については、オンラインリファレンスでは使用できません。

一色表示

・音声の再生

・項目番号検索

一入力語条件検索（見出し語条件検索・クロス検索）

・複合検索　　　　　　　≒

・他書籍検索

●CDVieｗ/ｗinの各コマンドは、一部を除いて、ツールバーのアイコンからも実行できま

す。コマンドとアイコンの対応については、付録の「CDVieｗ/Winツールバーアイコン

一覧」（･卜Ｐ.92 ）を参照してください。
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オンラインヘルプの使い方

オンラインヘルツの使い方

浄OASYS/Winの操ｲ乍方法や機能の概要を説明する機能を「ヘルツ」と呼びます。メニューの

内容を知りたいとき、文書編集の基本操作を知りたいとき。各機能の概要や操作方法を知り

たいときに参照します。

国[C ヘルツ]]を左クリック。

[Z][C ヘルツ1]のプルダウンメニューカヽら、参照する内容のメニュー項目を選択。

■現在操作中のコマンドのヘルプをワンタッチで表示する場合

文書ｲ乍成画面にカーソルガあるときに［ヘルブ］を押す。

■各機能の概要や操作方法を参照する場合

口］ 各4幾能のダイアログボックスの くヘルツ 〉を左クリック。

･・使用中の機能に関する内容の「ヘルプ 」画面が表示さ れます。

■ コマンドについて参照する場合

口］ プ ルダウンメニューのメニュー項目にカーソルを移し、［ヘルツ］を押す。

●・カ ーソル位置のメニュー項目に関する内容の「ヘルプ 」画面が表示されます。

口］ 「ヘルプ」画面の［Cフ ァイル1］のフルダウンメニューから［こ終了1 を左クリック。

訂
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CDVie ｗ/Winの 起動と概要

CDV
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CDVieｗ/Winの起動と概要

l}CDVie ｗ/Winの起動方法と概要について

CDVieｗ/Winは、各種CD辞書の中がら情報を検索、表示できるリフトウェアです。検索の結果は情報源とし

て参照できるだけでな＜、OASYS/Wjn の文書やその他のアプリケーションに、貼り付けることができます。

iｅｗ/Winの起動と終了

●あらかじめCDVie ｗ/Winを 、 ハードディスクにインスト ールしておき ます。

●Windo ｗs を起動しておきます。

●CD-R(・ ド ライブの電 原を入れ、CD-R〔lⅥドライブ にCD-R〔1Ⅵをセットしておきます。

●ご 使用のCD-R〔祓こよっては、対応していない機能があります。どのような検索ができ

る 力ヽについては、ご 使用のCD-RC 肌こ添付のマニュアルをお読みください。

!S
国; ●　

■アイコンから起動する場合

口］ 「OASYS-CDVie ｗ」のアイコンを左ダブルクリック。

●･CDVieｗ/Winの 画面が表示さ れ、CD-R〔ｌ のタイトルと著作権に関するメッセージな

どが表示さ れます。

●CD-R〔JⅥに複数の書籍が入っている場合には、「書籍選択」のダイアログボックス

ガ表示されます。

回　 書籍選択のダイアログボックスガ表示さ れた場合のみ操作

検索する書籍を選択し 〈了解〉を左クリック。

●･CDVjeｗ/Winの画 面が表示さ れ、CD-R〔lⅥのタイトルと著作権に関するメッセージな

どが表示されます。

■OASYS/Win の文 書作成画面から起動する場合

口］ ［Cその他］］のプルダウンメニューガらICDVie ｗ:J］を 選択。

●･CDVieｗ/Winの画面が表示され、CD-RCM のタ イト ルと著作権に関するメッセージな

どが表示されます。

●・CD-R〔lⅥに複数の書籍が入っている場合には、 「書籍選択」のダイアログボックス

ガ表示さ れます。

［2］ 書籍選択のダイアログボックスガ表示さ れた場合のみ操作

検索する書籍を選択し 〈了解〉を左クリック。

･・CDVieｗ/Winの 画面が表示さ れ、CD-R〔lⅥのタイトルと著作権に関するメッセージな

どが表示さ れます。



CDVieｗ/Winの起 動と概要

■終了 する場合

口] 次 のどちらガの操作を行う。

(1)[C基 本:J]のプ ルダウンメニューカヽら[こ終了] を 選択。

(2)コントロ ールメニューから[C クロ ーズ]] または[C 閉じ る]]を 選 択。

･･･終了 確認のダ イアログボックスガ表示さ れます。

[2] メ ッセージに従って、ボタンを左ワリック。

■OASYS/Win の文書作成画面に表示されている文字列から検索するとき

OASYS/Win の文書作成画面かう、検索する範囲を指定して、直接CD-RCMを検索できます。

次の手順で操作します。

口］ 文書作成画面で、検索する文字列の範囲を指定する。

･・範囲の指定方法について詳しくは、 「範囲の指定方法」（ゆP.28 ）を 参照して

く ださい。

［Zj ［こその他］］のプルダウンメニューから［CCDVieｗ:1］を 選択。

●･CDVieｗ/Win画 面が表示され、検索した結果が表示されます。

卜CDVie ｗ/Winが 起動していない場合は、自動的にCDVie ｗ/Winが 起動されます。

･・CD-R〔1Ⅵに複数の書籍が入っている場合には、「書籍選択」のダイアログボックス

ガ衣示されます。

［l!］ 書籍選択のダイアログボックスガ表示さ れた場合のみ操作

検索する書籍を選択し 〈了解〉を左クリック。

･・CDVieｗ/Win画面が表示さ れ、検索した結果が表示されます。

●CDVieｗ/Win起動中にCD-ROMドライブの電源を切らないでください。正しく動作しなく

なることがあります。

●FM RシリーズでCD-ROMを利用する場合で、CD-ROMドライブユニットに、FMCD-101、

102 、103 以外の装置を使用するときは、次のようにしてCDVieｗ/Winを起動してくだ

さい。

1.CD-ROM ドライバとMSCDEX.EXEを登録する。

2. 起動パラメータ「OASYSCD.EXE -X」を追加する（プログラムマネージャー上のコ

マントラインを変更する）。

なお、CD-ROMドライバとMSCDEX.EXEは、「CD-ROMライブラリ」として別売されるほか、

一部のソフトウェアやハードウェアに添付されます。
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CDVie ｗ/Winの起動と概要

色表示

5δ

CD-RJ の本文中に検索語にちなんだ色のデータがある場合は、画面右の６桁×６行の四角

内に色が表示されます。たとえば、検索語が『うぐいす』のときに、『うぐいす色』のデ

ータがある場合などです。本文中に図版も表示されている場合は、色表示が先に、図版が

後に表示されます。

音声の再生

CD-RCM内に音情報が入っている場合は、画面に「♪」が表示されます。音情報は、再生す

ることができます。

●音を再生できるCD-RCMドライブユニットを使用している場合のみ、音情報を再生でき

ます。

口］ 「♪」を左ダブルクリック。

●･「音声再生」のダイアログボックスガ表示さ れます。

［2］ 〈了解〉を左クリック。

卜・音声再生中のメッセージが表示され、音声が流れます。

●操俐l］中で〈取消〉を左クリック⇒ 音声再生を選択する前の状態。

●再生中に〈中止〉を左クリック⇒ 音声再生を選択する前の状態。

●外付けのCD-ROMドライブユニットをお使いの場合は、CD-ROMドライブユニットに、お

手持ちのイヤホンやヘッドホンなどを接続してから、音声を再生させてください。



CDVie ｗ/Winの起動と概要

検索した項目の解説文中に網かけされた部分「卜 」がある場合、その語句に関連した解説

文を表示できます。

口］ 解説文中の網かけされている部分「苔」に、カーソルを移動。

［2］ 左ダブルクリック。

●前に表示されていた状態に戻る場合は、「前結果」（４Ｐ．７５）を選択します。

検索結果が一覧表示されている場合に、その項目を複数選択して、選択した項目の解説文

を表示できます。間隔の空いた項目の解説文を、一度にまぷするときに便利な機能です。

口］ 表示する項目で［CTRL］を押しながら左クリック｡

●・選択した項目が仄転表示されます。

［2］ 表示する項目をすべて選択するまで、［!］の操作を繰り 返す。

固 左ダブ ルクリック。

●前に表示されていた状態に戻る場合は、「前結果」（･多Ｐ.75 ）を選択します。

OASYS/Win と同様のヘルプも用意されています.CDVie ｗ/Winをお使いの際に、メニューの

内容が知りたいとき、各機能の概要や操作方法を知りたいときに参照してください。

ヘルツの使い方について詳しくは、「オンラインヘルツの使い方」（啼P.51 ）を参照し

てください。

５７



基本

＼雪操　 作11

基本

浄CDVie ｗ/Winの基本のフ ルダウンメニューの項目を 説明します。

C[)-ROM切換　(

４Ｐ．５８) �

現在使用しているC[卜ROM から他のC[)-ROMに切り換えます。

書籍切換　(

啼P.59) �CD-ROM

に複数の書籍がある場合に、他の書籍に切り換えます。

動作環境　(

４Ｐ．５９) �CDview/Win

を起動したときの動作環境を設定します。

印刷(

ゅP.62) �

指定した範囲内の解説文、または項目単位の印刷をします。

プリンタ設定

(啼P.62) �

印刷をするときのプリンタの設定をします。

終了　(･

争P.55) �CDview/Win

を終了します。

口][ こ基本:1]のプ ルダウンメニューから[ErD-R[批7J換]]を 選択。

･･･cD-R〔Ｍ入れ換えのメッセージが表示されます。

[2] 検索 するcD-R〔11を セットして、ボタンを左クリック。

●・cD-R〔ljに １つの書籍だけが入っている場合は、切り換えた書籍の著作権画面が表

示さ れます。

●･cD-R〔11に複 数の書籍が入っている場合は、｢ 書 籍選択｣ のダイアログボックスガ

表示されます。

[a]cD-R 〔Ｍこ複数の書籍が入っている場合のみ操作

検索する書籍を選択し、〈了解〉を左クリ ック。

●･著作権斂 匈が表示さ れます。

411gI;
●　　

●操作ａ］中で〈恥肖〉を左クリック⇒cD-R 〔貼入れ換えのメッセージに戻る。5s



基 本
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口　 口! 本1 の フ ル ダ ウ ン メ ニ ニ1－ が ら[C 書 籍 切 換]] を 選 択 。

●･｢ 書 籍 選 択｣ の ダ イ ア ロ グ ボ ッ ク ス ガ 表 示 さ れ ま す 。

［Z］ 検索する書籍を選択し、〈了解〉を左クリック。

411:ll;
●　　

●操作[2]中で〈恥肖〉を左クリック⇒ 書籍切換を始める前の状態。

●1冒 ●　　
●CD-ROMに1 つの書籍のみの場合は、このメニューは選択できません。

●:Ｉ: ●　　

●動作環境は、設定後再度CDVieｗ/Winを起動したときがら有効となります

●お使いの機種によっては、選択できない項目があります。

●１;SS　　
口] に基:本:1]のフルダウンメニューから[に動作環境]]を選択。

●・｢ 動作環境｣ のダイアログボックスが表示されます。

［2］ 各項目（４ 項目）を設定し、〈了解〉を左クリック。

!
感冒; ●　　

●操作［Z］中で〈恥肖〉を左クリック⇒ 動作環境を始める前の状態。

5 夕



基本

卯

!1111811　 ◆「動作環境」のダイアログボックス

℡ ∩ で 聡17 ∃ ｍ 亘 ７生]　 二
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画 ‾田

���匝][亘][Ξ亘]

項目 ����� 項目の内容

表示 �����文字を縮小して表示するかを設定します。

�通常 ����通常の大きさで表示します。

�横縮小 ����横縮小された文字を表示します。

�縦縮小 ����縦縮小された文字を表示します。

�横縦縮小 ����横縦縮小された文字を表示します。

文字サイズ �����表示する文字サイズを設定します。

�16 ����16ドットフォントで文字を表示します。

�24 ����24ドットフォントで文字を表示します。

�システム ����システムフォントで文字を表示します。

外字 �����外字表示を行うか、行わない力ヽの設定をします。

検索結果表示 �����検索結果表示方法と検索結果表示順序は、CD-R〔■に初期状

態が設定されています。

�CD-R[Mｲ直 ����CD-R〔Mに設定されている状態で表示されます。

�動作環境設定 ����動作環境設定のダイアログボツクスで設定した状態で表示

されます。

検索結果表示方法 �����がヽな検索および表記検索を行ったときの検索結果の表示方

法を設定します。

�本文表示 ����直接解説文を表示します。

�一覧表示 ����項目の一覧を表示してから、指定した項目の解説文を表示

します。

�本文一覧表示 ����項目の解説文の先頭行を一覧表示します。

検索結果表示順序 �����解説文をどのような順番で表示するかを設定します。

�検索順 ����検索された順に表示します。

�本文順 ����CD-R〔肌こ入っている順に表示します。

メニュー階層の表示レ

ベル �����

目次機能での階層化メニュー（章や節などの階層）を表示

するとき、どのレベルまで表示するガを設定します。

●･表示レベルは、Ｏ力ヽら99まで設定できます。



基本

項目 �� 項目の内容

オブジェクト選択範囲 ��範囲選択する際に、選択範囲にカーソル位置を含む力ヽ含ま

ないかを選択します。

たとえば、次のように１から５、または５がら１までカー

ソルを動かした場合、

�モード１

モード２

モード３

���皿234囲
��し＿二・二J　

「モード１」では、「→方向」「←方向」とも「１２３４」

が選択されます。　

「モード２」では、「→方向」の場合は「１２３４」、

「←方向」の場合は「２３４５」が選択されます。　

「モード３」では、「→方向」「←方向」とも「１２３４

５」が選択されます。

詳しくは、「カーソル位置と選択範囲の関係」（４オンラ

インリファレンス）を参照してください。

スクロールバー表示 ��スクロールバーを画面に表示するかどう力ヽを設定します。

�口垂直ｽﾜ[〕-ﾙﾊﾞヽ表示

口水平ｽﾜ[〕~ﾙ恥 表示

図版表示 ��図版の表示方法を設定します。

●･画面左下の「図形」の部分を左クリックしても、表示方

法を変更できます。

�行う �図版を表示します。

画面左下には、「図形」と表示されます。

�行わない �図版の範囲は空白のまま解説文を表示し、図版は表示しま

せん。

画面左下には、何も表示されません。

�行わない(ﾏｰｸ表示) �見出し語の右側にマーク「回」だけを表示し、図版がある

ことを示します。

画面左下には、「図マ」と表示されます。

図版最大サイズ ��本文中に表示される図版の最大表示サイズを14行×14桁か

う30行×30桁までの範囲で設定します。ここで設定したサ

イズより大きい図版は、縮小されて表示されます。

●「表示形式」（ゆＰ.76 ）でも表示方法を設定できます。この場合、設定した表示方

法は、CDVieｗ/Winを終了するまで有効になります。

町



基本

ｅ

印刷

C口 選択型ガテキスト型が図形型かを確認して、印刷する範囲を指定する。

●･範囲の指定方法について詳しくは、「範囲の指定方法」（･争P.28 ）を参照して

ください。

〔2〕 ［こ基本:1］のフルダウンメニューガら［江同ID］を選択。

卜･「印刷」のダイアログボックスガ表示されます。l

］ 印字文字サイズを指定して、 〈了解〉を左クリック。

●操作［l］中に〈恥 肖〉を左クリック⇒ 印刷を始める前の状態。

●CD-ROM の種 類によっては、表示されているとおりに印刷できない場合があります。

●解説文が表示されている状態で、見出し項目( 章・節タイトルや章・節番号) にカー

ソルを移動して[C印刷]]を選択すると、その項目のすべての解説文を画面に表示され

ているとおりに印刷できます。

●図版を含む見出し項目にカーソルを移動して[C印刷1]を選択すると、図版を含めて印

刷できます。ただし、CD-ROMによっては印刷できないものがあります。

プリンタ設定

口］ ［こ基本:1］のプルダウンメニューから［Cプ リンタ設定:J］を 選択。

･・「プリンタ設定」のダイアログボックスガ表示されます。

l ］プリンタの機種名を選択して、〈設定〉を左クリック。

･･･指定したプリンタの「プリンタ詳細設定」のダイアログボックスガ表示されます。

［l］ 各項目を設宮`し 、〈了解〉を左クリック.

●・プリンタの詳細が設定さ れ、「プリンタ設定」のダイアログボックスに戻ります．

圃 〈了解〉を左クリ ック．



●操作［Z］中で〈恥 肖〉を左クリック⇒ プリンタ設定を始める前の状態。

基本

●プリンタの詳細設定の項目の内容は、使用するプリンタによって違います。詳しくは、

Windoｗｓのマニュアルやプリンタドライバのマニュアルを参照してください。

ｇ



検索

肩

検索

l｝CD-ROMの中から情報を検索する方法と、CDVieｗ/Winの検索のプルダウンメニューの項目を説

明します。

入力語検索　(

４Ｐ．６５) �

検索したい語句を、直接キーボードから入力して検索します。文

字の入力方法は、通常のかな漢字変換と同じです。完全に語句を

覚えていない場合でも、語句に含まれている組み合わせで検索で

きます。入力語検索には、６種類の検索方法があります。

関連語検索　(

４Ｐ．６７) �

検索した結果の中に、さらに調べたい語句があった場合に、その

語句を画面上で指定して検索します。

条ｲ牛検索　(

４Ｐ．６７) �

入力した語句を、解説文中に含む、または含まないという条件で

検索します。複数の単語を入力して検索できます。入力語検索と

の違いは、入力語検索が「項目」を入力して検索するのに対して、

条件検索では、解説文中の単語も入力して検索できるところです。

あいまいな知識からでも、確かな情報を引き出せます。

複合検索　(

今P.69) �

あら力ヽじめ設定されている条件を入力して、その条件にそって検

索します。

メニュー検索

(４Ｐ．７０) �CD-R

〔JⅥ内に用意されている「メニュー」を指定することによって

検索します。

目次　(

４Ｐ．７０) �CD-R

〔J叡)目次を表示し、項目を指定して検索します。

索引　(

４Ｐ．７Ｄ �C[)-R

〔測の索引を表示し、検索したい語句を索引画面上で指定して

検索します。

他書籍検索　(

今Ｐ．７Ｄ �

すでに検索した語句を、さらに同じCD-R〔〕Ⅵ内の他の書籍で検索し

ます。CD-RCM内に複数の辞書が入っていて、同じ種類の辞書が複

数含まれている場合に使用できます。



検索

ｊ　操　 作･

ﾚ{取　 消J･

口]a: 検索1]のプルダウンメニューから[ひ、力語検幻] を選択。

●･L宣』[自]卜に検索語の入力領域が表示されます。

圖　検索語を入力（ゆ項目）し〈実行〉または〈クロス検索〉を左クリック。

･・検索結果は、「かな検索」「表記7fg検索」の場合、「表示形式」（･卜P.76 ）に

従って表示されます。

●･「後半一致検索」「前半一致検索」「項目番号検索」「入力語条件検索」では、

検索結果の表示方法と内容の表示丿順序は、「一覧表示」「検索順」がそれぞれ自

動的に選択されます。

●･検索文字列中に空白があった場合は、空白をつめた状態で検索を行います。

･・一覧が表示されたときは、表示したい項目を左ダブルクリックすると、その項目

の解説が衣示されます。

卜検索の結果、該当する項目がなかった場合は、「該当項目が見つかりません」と

いうメッセージが表示され、検索語の先頭文字から一致している部分があった場

合のみ、その一致している部分のうちで一于長い語句が検索されます。

●操作［ZI中に〈恥肖〉を左クリック⇒ 入力語検索を始める前の状態。

11111 ●　◆入力語検索の入力方法

入力の種類 � 入力方法

がな検索 �ひらがな、またはカタカナで検索する語句の「読み」を入力し

ます。

表記形検索 �表示されているそのままの形（表記形）で語句を入力します。

漢字や英字など、がな（カナ）以外の文字を使った語句を、表

記されている形で検索する場合や、正確に読みを知うない場合

に使います。

後半一致検索 �前半部分がわかうない語句や、同じ後半部分を持つ（後半一致）

語句を検索します。「～（波ダーシ）」をつけて、後ろに後半

部分の文字を入力します。

前半一致検索 �後半部分がわからない語句や、同じ前半部分を持つ（前半一致）

語句を検索します。前半部分の文字を入力してから「～（波ダ

ーシ）」を入力します。

δ5



検索

弱

入力の種類 � 入力方法

項目番号検索 �　「項目番号」という数字で検索できる検索情報を備えているCD-R

〔ljで使用できます。項目番号は、OASYS/Win で文字を入力

するときに使う「区点⊃－ド」のようなもので、数字で始まり、

以後が数字、または英字になっています。項目番号が用意され

ていないCD-R〔渥に対して行うと、「表記形検索」となり、項目

番号そのものを検索します。

入力語条件検索

(見出し語条件

検索・クロス検

索) �

語句が複合語である場合に、その語句を構成する単語を完全に

覚えていないときや、単語の並び順があいまいなときなどに行

う検索です。語句を構成する単語を組み合わせて、 くクロス検

索〉を左クリックします。

検索語は．複数の単語を入力でき、各単語の先頭に条件を表す

記号をつけて入力します。

たとえば、最新医学大辞典CD-RCM版で、「悪性骨巨細胞腫」　

（rra目gnant giant ce目tumor of bone ）を英語で検索したい

ときは、わかつている単語と、条件を表す記号を合わせて次の

ように入力します。　　

『malignant/giant/tumor/bone/ce日 』

上記のように入力すると、入力した５つの単語すぺてを含む言

葉が検索されます。

なお、指定できる条件には、次の３つがあります。　　

「かつ」……………「＆」または「／」　　

「または」…………「，」または「｜」　　

「含まない」………「＠」

卜･各検索語は、どのような順序で入力してもかまいません。･･･

一度に検索できる項目数は、最大で約2000項目です。

卜

●検索は、最初の単語と条件について行われます。次に、最初

の結果に対して、２番目以降の単語と条件が、順次検索され

ます。　

たとえば、「Ａ＆Ｂ，Ｃ＠Ｄ」（ＡかつＢまたはＣでＤを含

まないもの）という条件での検索は、次のように行われます。

１． ＡとＢを両方含んだ語句を検索する……………………①

２． Ｃを含んだ語句を探し、①の結果に加える……………②

3. ②の中で、Ｄという単語が含まれている語句を除く…③

③が検索結果となります。

●入力できる文字数は、最大で全角19 文 字、半角38 文字です。



訂

●前に表示されていた状態に戻る場合は、「前結果」（･争Ｐ.75 ）を選択します。

●２回目以降の入力語検索では、前回使用した検索語が入力領域に表示されます。

●「後半一致検索」と「前半一致検索」の「～（波ターン）」は「－（ダーシ）」「

（ハイフン）」または「＊（アスタリスク）」でもかまいません。

：関 連語検索 犬☆ ﾉ,==
團

検索

口］ 選択型をテキスト型にする。

卜選択型について詳しくは、「範囲指定の方法を選択する」（４Ｐ．８０）を参照し

てください。

［2］ 検索する文字列の範囲を指定する。

･・範囲の指定方法について詳しくは、 「範囲の指定方法」（４ Ｐ．２８）を参照して

く ださ い。

jし=jj参= 嶮

条件検索

卜操 夢作

［1］［C検索］］のダイアログボックスから［こ関連語検索］］を選択。

●・指定された語句に合った検索方法で「入力語検索」を行います。たとえば、かな

を指定したら「かな検索」、漢字を指定したら「表記Jfg検索」を行って、検索結

果を表示します。

●･検索文字列中に空白があった場合は、空白をつめた状態で検索を行います。

●検索したい語句の上で左ダブルクリックすると、その前後の文字列で検索を行います。

国[C 検索]]のプルダウンメニューから[こ条件検索]]を選択。

S･･哩｣面卜こ条件入力領域が表示されます。



検索

卵

圖　 条ｲ牛（1）の入力領域に、１つめの検索条件を入力する。

･・１つの条件欄に最大 ５項目を 「、」または「｜」で区切って入力でき ます。

「Ａ，Ｂ」と入力すると 「ＡかＢかどちうか」の項目、 「Ａ ＩＢ」と入力すると

「ＡとＢの両方を含む」の項目が検索されます。

･・入力欄の先頭に 「＠」をつけた場合は、この条件欄に入力したすべての単語を

「含まない」項目が検索されます。ただし、 「条件（1）」欄に「＠」をつけること

はできません。

･･･入 力 欄の先頭が 「＠」の場合は、その欄に「、」または「｜」があっても 「含ま

ない」とみなします。

［1］ 条件（2）～条削5 ）の入力領域に、叱要 な分の検索語を［2］と同様に入力し〈実行〉を左

クリック。

･・指定した最大 ５つの条件のすべてに合った項目が検索され、項目の一覧と項目数

が表示さ れます。

初めに条俐1 ）について検索されます。その検索結果の中で条ｲ牛（2）に合った項目が

検索さ れます。以下「司様に、前の検索結果の中で次の検索条件を満たす語句が検

索されます。

卜 条件欄どうしの関係は 「かつ」となります。

●･検索の結果、該当する項目がなかった場合は、検索結果項目数が「Ｏ」で、「該

当項目が見つがりません」とメッセージが表示されます（条件を満たす語句がな

い場合と、CD-R〔11内 の条件検索用の情報の中に、入力した検索語が含まれていな

い場合が考えられます〕。

匡］ 表示する項目を左ダブ ルクリック。

●操州ｙl;1141中に〈取消〉を左クリック⇒ 条件検索を始める前の状態。

●入力できる文字数は、最大で全角19 文字、半角38文 字です。

●一度に検索で きる項目数は、最大で約2000 項目 です。

●前に表示されていた状態に戻る場合は、 「前結果」（４ Ｐ．７５）を選択します。

●２回目以降の入力語検索で は、前回使用した検索語が入力領域に表示されます。



口][C 検索]] のフ ルダウンメニューから[ こ複合検索1] を 選択。

●･画面下に、質問項目と検索語の入力領域が表示さ れます。

［2］ 検索語の入力領域の右側にある〈参〉（参照ボタン）を左クリック。

･・参照一覧が表示さ れます。

●･〈参〉（参照ボタン）が表示さ れていない項目は、直接キーボードカ らヽ検 索語を

入力します。

固　参照したい項目を左ダブルクリック。

●･さらに別のメニューガ表示された場合は、参照する項目を左ダブルクリックする

という操作を繰り返します。

●･最後に決定した文字列が、検索語の入力領域に表示されます。

印

第５

章

圃 口37 ）操作を繰り返して、すべての検索語を入力します。

･・項目が複数のページにわたるときは、〈前画面〉〈次画面〉が表示されます。

それぞれ左クリックすると、前ページ、次ページが表示されます。

［|］ 〈実行〉を左クリック。

●･検索結果の項目一覧と検索結果の項目数が表示さ れます。

［!1］ 検索結果の項目一覧がら、表示する項目を左ダブルクリック。



検索

宍ｸﾀ゙ﾞ:メ ニ

目次

7θ

●操作rｙｐ‾同 中に〈取消〉を左クリック⇒ 複合検索を始める 前の状態。

●入力できる文字数は、最大で全角19文字、半角38文字です。

ｉ 二検索

口][C 検索1]のプルダウンメニューから[Cメニュー検索:1]を選択。

･・CD~R〔jⅥ内のメニューが表示されます。

剔

=)参 ダ考で

［2］ 参照する項目を左ダブルクリック。

･・さうに別のメニューが表示された場合は、参照する項目を左ダブルクリックする

という操作を繰り返します。

●･最後のメニューで指定した項目以降の内容が表示されます。

口][E 検索1] のプ ルダウンメニューカらヽ[C 目 次]]を 選 択。

●･目 次画面が表示されます。

[2] 参照 する項目を左ダブルクリック。

匯|

●項目の左側の「●・」を左ダブルクリックすると、下位レベルの目次が隠れます。

●項目の左側の「［＞］を左ダブルクリックすると、下位レベルの目次が表示されます。

●「メニ ュー階層」（４Ｐ．７７）で、目次の表示レベルを設定することもで きます。



１操　作 ｜ [口[E: 検索1] のプ ルダウンメニ ューから【ほ 汚|】]を 選択。

･・索引画面が表示さ れます。

［2］ 表示する項目を左ダブルクリック。

ﾚ申参･j) 考= ．

検索

●「索引ジャンプ」（４ Ｐ．７８）で、よりスムーズに索引検索を行うことができます。

書籍検索

口］ 検索する語句を「入力語検索」（４ Ｐ．６５）する。

･・検索結果が表示されます。

譜

[Z][C 検索1]のプルダウンメニューから[C他書籍検索]]を選択。

卜 画面卜に｢ 他書籍参照中｣ と表示され、他の書籍で検索した結果が表示されます。

･・次に検索を行う場合は、元の書籍で行われます。

7/



連携

連携

浄CDVie ｗ/Winの連携のプ ルダウンメニューの項目を説明します

72

検索結果を文書中に取り込むことができます。検索結果の文字列をクリップボードに複写

でき、クリップボードを使用すると、OASYS/Win や他のアプリケーションでデータを受け

取れます。クリップボードとは、文書や図形などのデータを一時的に保管する場所のこと

です。データを一時的に保管する中継所を持つことで、他のアプリケーションとのやり取

りが可能になります。

また、連携複写する範囲に外字があった場合は、外字をフォントファイルに登録できます。CD-RCM

の外字を、文字パターン基本セットに含まれるフォントファイルの中のユーザ定義

文字領域に、文字パターンとして登録します。

●すでにクリップボードに登録しているデータは。新たに連携複写するとすべて上書き

されます。

●お使いのCD-R（Ｊによっては、一度に複写できる量が、59行分に制限される場合があり

ます。

●OASYS 文書に図版を貼り付けることはできません。

●範囲指定した部分に外字があったときに、外字登録を行わながった場合は、外字の部

分は空白に置き換えうれます。

●外字を登録すると、文字パターン基本セットのフォントファイルにあった元の文字パ

ターン（うオンラインリファレンス）が、新たに登録された文字パターンに置き換わ

ります。誤って必要な文字パターンを上書きしないように、あらかじめ登録済みの文

字パターンの位置を確認してください。

口］ 複写する範囲を指定。

●･範囲の指定方法について詳しくは、「範囲の指定方法」（啼P.28 ）を参照して

ください。

回 ［こ連携:1］のプルダウンメニューから［E:連携複写1］を 選択。

団 「連携複写」した範囲に外字があった場合のみ操作

「外字登録」のダイアログボックスから 「はい」または「いいえ」を選択。

圃 同で「はい」を選択した場合のみ操作

「全角外字登SI」のダイアロクボックスカら各項目（今項目）を設定し、〈登録〉

を左クリック.

●・外字が複数ある場合Cま、１文字ごとに操作を繰り返します.

●･指定した範囲に全角外字、半角外字の両方がある場合は、全角外字登録のあとに

半角外字登録を行います．



11SI
χ●
◆「全角外字登録」のダイアログボックス

-　　　　　　　　　　　･ ニ　　 ー

�登録外字匯　匹　パターン敷ワ

登録区点

��１�２�31 4�５�６�７�８�９�10�11�12�13�14�15�16�1;

�95�扇 �匿 �■

�96 ���｜ �������������Ｉ

�97 ���｜ �������������F!¶
�- �- �- �- �- ��������-

匯 予‾1[奪蕉 ����|取消�四 ｜

連携

項目 � 項目の内容

登録パターン �複写の対象になる外字パターンが表示されます。複数の外字があ

る場合は、右の枠内に残りが表示されます。表示できる外字数は、17

文字までです。

パターン数 �外字パターンの数が表示されます。

区点番号 �外字を登録する区点番号を設定します。区番号を設定し、登録す

る点番号を左クリックします。全角文字Cま95区以降(こ

は104 区以降に設定します。

終了 �登録パターンの位置にある外字をすべて登録しない場合に選択し

ます。

登録 �登録パターンの位置にある外字を登録するときに選択します。

取消 �登録パターンの位置にある外字を登録しないときに選択します。

２



表示

7Ｖ

表示

冷CDVie ｗ/Winの表示のフ ルダウンメニューの項目を説明します。

前結果(

４Ｐ．７５) �

何回力ヽ続けて検索を行った場合、ひとつ前、またはそれ以前の

検索結果を表示できます。再び表示できる回数は、検索結果の

量により、３～８回までと異なります。

図版原寸大　(･

争P.75) �

図版は、最大30行×30桁で表示されますが、原寸大の図版のデ

ータかその範囲よりも大きい場合には、縮小して表示されます。

図版原寸大で、CD-R〔Mに入っているデータの大きさで表示でき

ます。

表示形式　(･

争P.76) �CDview/Win

で検索した結果の表示形式を設定します。ここで設

定した表示形式は、CDview/Winを終了するまで有効です。

前画面．次画面

(･争P.76) �

現在表示しているページの前後のページを表示します。

前項目、次項目

(･争P.76) �

現在表示している画面の前後の項目を表示します。

メニュー階層　(

４Ｐ．７７) �

目次のどの階層まで表示する力ヽを設定します。表示されている

項目に、さらに下位レベルの項目がある場合は、「［>」が表示

されます。

索引ジャンプ　(

４Ｐ．７８) �50

音とアルファベットの頭文字の一覧から、検索したい項目の

頭文字を指定すると、そこ力ヽら索引画面にジャンプできます。

索引検索ガスムーズにできる機能です。

ツールバー表示

(啼P.78) �

ツールパーの表示方法や、表示位置を設定できます。



前結果

ｊ注　意 ｜

團

表示

●前の結果を表示させると、l 前結果]]を行う前に表示していた検索結果( 最後の検索

結果) の表ﾌﾌ哩』面には戻れません。

口][ こ表示]]のプルダウンメニューから[C前結果]]を選択。

●･ひとつ前の検索結果が表示されます。

[2] さらに前の検索結果を表示させる場合のみ操作

[口の操作を繰り返す。

●カーソルが検索語入力領域にあるときに「前結果」を行うと、カーソルは検索結果表

示領域に移ります。検索語入力領域は消えて、検索語表示領域が画面下に表示され、

前回入力した検索語が表示されます。

図版原寸大

１操　作 ｜

昌

●表示形式の設定で、「図版表示」を「行う」または「行わない（マーク表示）」を設

定したときのみ、「図版原寸大」を選択できます。

口］ ［こ表示］］のプルダウンメニューカヽら 匝a版原寸大:J］を選択。

［z］ カーソルが図版の枠内にない場合のみ操作

画面卜に「どの図版ですが」と表示されるので、カーソルを移動して左クリック。

［a］ 元の画面に戻るときは、〈了解〉を左クリック。

●図版の位置または「回」マークを左ダブルクリックしても、原寸大表示をすることが

できます。

●図版原寸大のウィンドウは最大で画面サイズまでです。図版のデータがこれよりも大

きい場合は、ウィンドウにスクロールバーが表示されます。

●図版の大きさは、「動作環境」（うＰ.59 ）で、14行×14桁から30行×30桁の範囲で

変更できます。

75



表示

澪

表示形式

口][C 表示]]のプルダウンメニューから[C表示形式]]を選択。

●･｢表示形式｣ のダイアログボックスガ表示されます。

［2］ 各項目を設定し、〈了解〉を左クリック。

･･･項目について詳しくは、「動作環境」（４ Ｐ．５９）を参照してください。

●操作tl冲 で〈取消〉を左クリック⇒ 表示形式を選択する前の状態。

●「動作環境」（４Ｐ．５９）でも表示方法を設定できます。ただし、設定後再度

CDVieｗ/Winを起動したときから有効となります。

前画面、次画面（画面スクロール）

口][ こ表示]] のプ ルダウンメニューかう[C 前 画面]] または[ こ次画面]1 を 選択。

･･･画面ガスクロールして、表示さ れていなかったページが表示されます。

●ウィンドウ右側または下側のスクロールバーを操作しても、画面に表示されていない

ページを表示できます。

前項目、次項目（画面スクロール）

口][C 表示]]のプルダウンメニューから[C前項目1 または[こ次項目]]を選択。

卜 画面ガスクロールして、表示されていなかった項目が表示されます。

●ウィンドウ右側のスクロールバーを操作しても、画面に表示されていない項目を表示

できます。



メニュー階層

口］ ［E表示］］のプルダウンメニューカヽら［Eメニ ュー階屁1］を選択。

卜 「メニュー階層」のサブメニ ューガ表示されます。

［2］ 「メニュー階層」のサブメニューから、表示するレベル（一参項目 ）を選択。

●
Ｉ χ●　

◆「メニュー階層」のサブメニュー

ｊ参 考

項目 � 項目の内容

全て表示 �すべての階層の項目が表示されます。

最上位レベル表示 �最も上位の項目だけが表示されます。たとえば１つの書籍に

「部」「章」「節」「項」の階層がある場合は、「部」の項

目だけが表示されます。

レベル１表示 �最上位レベルの次の階層までが表示されます。たとえば１つ

の書籍に「部」「章」「節」「項」の階層がある場合は、　

「部」「章」までの項目が表示改れます。

レベル２表示 �レベル１の次の階層までが表示されます。たとえば１つの書

籍に「部」「章」「節」「項」の階層がある場合は、「部」

「章」「節」までの項目が表示されます。

レベル３表示 �レベル２の次の階層までが表示されます。たとえば１つの書

籍に「部」「章」「節」「項」の階層がある場合は、「部」

「章」「節」「項」までの項目が表示されます。

表示

●項目の左側の「レ」を左ダブルクリックしても、下位レベルの項目の表示と消去を切

り換えることができます。
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認

索引ジャンプ

[口[C 表示ﾕ]のプルダウンメニューから[こ索引ジャンプ]]を選択。

●うO音別、アルファベット別のメニューが表示されます。

蕃寥凶 卜1･11 惶匯Ｕ 卜fDI ¶“, ・ﾘj・･L九佃
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ｒＦＩ ｒ ｔ ｒＲＩ ｒ ｌ ｒｎ ｒＷＩ ｒ¶ゝ ｒＵＩ

- 一 一 一一

［2］ 検索する項目の頭文字を左ダブ ルクリック。

●･索引画面が表示さ れます。表示する項目を左クリックします（「索引」

（４ Ｐ．７Ｄ ）。

ツールバー表示

口］ ［C表示］］のプルダウンメニューから ぼ:ツ ールバー表示:1］を選択。

･・「ツールパー表示」のサブメニューガ表示されます。

圓

［2］ 「ツールバー表示」のサブメニュー（啼項目）力ヽら、ツールバーに表示する内容や

位置を選択。

●
Ｉ χ●　

◆「ツールバー表示」のサブメニュー

項目 � 項目の内容

基本 �ツールパーの基本行を表示するがどうガを選択します。

拡張 �ツールバーの拡張行を表示するかどうかを選択します。

上／下／左／右 �ツールバーの表示位置を、それぞれウィンドウ内の上部、下

部、右側、左側に設定します。

自由 �アイコンのまとまったウィンドウが表示され、自由に位置を

設定できます。



●ツールバーは、サブメニュー名に「ｙ」が付いている内容で表示されます。

表示

●ツールバーのアイコンについて詳しくは、付録の「CDVieｗ/Winツールバーアイコン一

覧」（４Ｐ．９２）を参照してください。

ﾌﾀ



オプション

卯

：操　作

オプション

E}CDVie ｗ/Winのオプションのプルダウンメニューの項目を説明します

選択型変更

範囲指定の選択方法（選択型）を設定します

圓

口］ ［Cオプション:1］のプルダウンメニューカ らヽ［C選択型変更ﾕ］を選択。

卜 画面左下に、変更された選択型（テキスト型「＿」、図形型 「口」）が表示され

ます。

●・範囲の指定方法について詳しくは、「範囲の指定方法」（４ Ｐ．２８）を参照して

ください。

●〔CTRLj を押しながらドラッグすると、連続して複数の範囲を指定できます。

●画面左下の選択型表示部分を左クリックしても、選択型を切り換えることができます。

著作権表示

概要表示

[C著作権表示]] を 選択すると、検索中のCD-R〔ｌ 辞書の著作権を表示できます。

ン1 のプルダウンメニューから[ こ著作権表示]] を選択します。

圖

a:オプショ

臥

[C概要表示1]を選択すると、そのCD辞書の概要を表示できます。[E:オプション]]のフルダ

ウンメニューから[E概要表示]]を選択します。
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機種別キーボード対応表

S2

CDVie ｗ/Win機種別キーボード対応表

E}CDVieｗ/Winの各機能は、キーボード操作でも実行できます。ご使用の機種により、キーの割当て

が異なりますので。お使いの環境に対応した欄を参照してください。

機能名 ��FMRｼﾘｰ ｽﾞ,FM TOWNS ｼﾘｽーﾞ �PC-9800ｼﾘｰ ｽ，゙PC486/386ｼﾘｰｽﾞ �PS/55,PS/V,Dynabookv
，DESKPRO/i,DECpc,Axi/V

の各ｼﾘｰｽﾞ

�前画面ｽﾜ0-ﾙ

次画面ｽﾜﾛｰﾙ

ロ

取消

タブ

ヘルフ �[

前行〕[

次行j[

実行〕，口[ESC 

， 取消〕[

タブj[PF lj �[ROLL DOWN j

〔ROLL UP j

口[ESC j[TAB I[f･lj �

［Page up， Pgup〕

［Page Down ， PgDn j

口1:Esc j

〔FI ］

基

本 �CD-ROM

切換

書籍切換

動作環境

印刷

ﾌﾟﾘﾝ9設定

終了 �1:PF gj

〔CTRLI 十1:PF gj[SHIFT]

十　1:PF gj[PF12][PF11j[PAUSE j�

［f･9j

［cTRL ］＋［f･9j

［sHIFT j ＋［f･9EI

［sHjFT j 十［f･2j

［sHIFT ］十［f･3j

［sTOPj �

［Fgj

［Ctrl 二l＋［F9 ］

［Sh げt ］十［Fgj

【F12jl:F11

］

［PAUSE I

検

索 �

入力語検索

関連語検索

条件検索

複合検索

メニニ2－検索

目次

索引

他書籍検索 �

［PF 4j

［PF 3］

［PF 211:CTRLj

十［PF 4j

［CTRLj 十［PF I ］

［CTRL〕＋［PFa

［CTRLj 十〔PF 3］

［CTRLj ＋［SHIFT I ＋［PF 4］ �1

二f･4j

〔f･3j

［f･2ﾐ｝

［CTRLj ＋［f･4j

［CTRLj 十［f･1〕

［CTRLj ＋［f･al

二CTRLj十［f･3j

［CTRLj ＋［SHIFT j ＋［f･4j �

［ Ｆ４ｊ

［Ｆ３ｊ

［Ｆ２１

１：ｃｔｒｌｊ 十［F4jl:ctrlj

十［FI 二l

［ctrl ］＋｛:F2j

［ctrll 十［F3j

［ctrlj ＋［shift j ＋［F4j

連

携 �

連携複写 �［SHIFT j 十【 削除l �［sHIFT j 十［DEL I �［Shift 〕 十〔DEL j

表

－刀て�

前結果

図版原寸大

表示形式

前画面

次画面

前項目

次項目

全て表示

最上位ﾚﾍﾞﾙﾚ

ﾍﾞﾙ1表示ﾚ

哺2表示ﾚ

ﾍﾞjﾚ3表示

索引ｼﾞｬﾝﾌﾟ �

［cTRL ］十［PF 5j

［PF 6j

［PF 5 二l

［PF 了j

［PF 8j

｛:cTRLj ＋［PF て11:cTRLj

＋［PF 8j

［cTRL ］＋［sHIFT I 十〔PF 5二l

［sHIFT j 十［PF 5j

［sHIFT I ＋［PF 6j

［sHIFT j ＋［PFI

［sHIFT j 十［PF 811:cTR

しj＋［PF 6j �

［cTRLj ＋［f･5j

［f･6j

〔f･5j

［f･ てl

〔f･8j

［cTRL ］＋〔f･てl

［cTRLj ＋［f･8j

［cTRL ］十［sHIFT ］十［f･5j

［sHIFT j 十［f･5j

［sHIFT ］十［f･6］

［sHIFT ］＋1:f･でl

［sHIFT j ＋1:f･8j

［cTRLj 十［f･61 �1:ctrl

］＋【F511:F 6j

［F5 ］

［F 了ｊ

［Ｆ８二l

［ctrlj 十［ Ｆ了j

［ctrll ＋［F8jl:ctrll

＋〔shげtj ＋［F5jlsh

ぼtj ＋［F5jl:shift j

＋［F6j

［shift 〕＋〔F7j

［shjft 〕＋［F8j

［ctrlj 十［ Ｆ６ｊ

オ

プ

シ

ョ

ン �

選択型変更

概要表示

著作権表示 �1:CTRL

］＋〔SHIFT j ＋［PF gj

［SHIFT j 十［HOME ］

［CTRL 二l十［HOME］ �

［cTRL 〕＋［sHIFT ］＋［f･91

［sHIFT ］＋ILHOMEj

［cTRLj 十［HOMEI �

〔Ctrlj ＋［Sh げtj 十〔Fgj

｛:Shift l 十［Homej

［Ctrl ］十｛:Home］

他 �参照 �［SHIFT j 十［PF 4j �［SHIFT 〕＋［f･4j �［Shift 二１＋［Ｆ４ｊ



クリップ アート集

付

録

クリップアート集

｛｝人物や行事などの様々な絵のデータ（メタファイル）があります。OASYS/Win の「組込み設

定」（４オンラインリファレンス）の機能を使って、CD-ROMから直接読み込んで使います。

¥PERs〔iJ… … 人 物

¥sP〔RTs … … ス ポ ー ツ

¥sEAs〔Ｎ… …? 牙事 ／ 季 節¥ANIMAL

… … 動 物

¥PLANT … … 植 物

¥sNAcK … … 食 事

¥MAP … … … 地 図

¥oA … … … … 通 信 ／ ｏ Ａ¥BuILDING

… 町

¥TRAF 日 ｃ … 乗 物

¥HA ぼ)s … … 手

¥scH〔ｎ- … … 教 育

¥MARK … … … マ ー ク

¥LETTER … … 飾り 文 字

¥FIGuRE … … 図 形

&7



クリップ アート集

&/

帷踏2( ｃrｏｗd2)
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クリップアート集
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クリップアート集
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クリップアート集
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ホスト(host)

Ｉ Ｃ カ ー ド(ｉｃｃａrd)
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訂



クリップアート集

認

謐
銀行(bank)
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睦 廳 �-

ビル(buildin9)
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クリップアート集

罰　注意（attentio）｀
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クリップアート集
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CDVie ｗ/Winツールバーアイコンー覧

幻

CDVieｗ/Winツールバーアイコンー覧

{｝CDVie ｗ/Winのツールバーのアイコン一覧を示します。

CD-ROM 切換

書籍切換

動作環境

印刷

プリンタ設定

終了

入力語検索

関連語検索

条件検索

複合検索

メニコー検索

目次

索引

圖
扁
固
1
1』圖
麟
麟
麟
圏

幽回

索
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

示

検
　
　

写
　
　
　
　
　
　

寸
　
　

式
　
　

示
　
　

表

籍
　
　

複
　
　

果
　
　

原
　
　

形
　
　

表
　
　

小

書
　
　

携
　
　

結
　
　

版
　
　

示
　
　

常
　
　

縮

他
　
　

連
　
　

前
　
　

図
　
　

表
　
　

通
　
　

横

縦縮小表示

縦横縮小表示24

ドット

16ドット

システム

外字表示あり

譜
圈
麟

レベル １･・囲

レベル２表示

レベル３表示

索引ジャンプ

選択型変更

著作権表示

概要表示
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50 音順索引

お

お使いに

音声の

か

１

河

英数字

50音順索引

CD-ROMから直接呼び出すソフトウェア……… ５

オブジェクト選択範囲…………………………61

オンラインチュートリアル……………………42　

（機能紹介編）…………42,43　　　

（操作練習編）…………42,44

オンラインチュートリアルの使い方…………43

オンライン

オンラインヘルプの使い方……………………51

オンラインマニュアルとは……………………42

オンラインマニュアルの使い方………………41

オンラインリファレンス…………………42,47

オンラインリファレンスの起動と終了………48

オンラインリファレンスの使い方……………47

カーソル位置と選択範囲の関係………………30

CD-ROM 値……………

CDVie ｗ/Wi

０

４

６
　・
　

丿

53

CDVieｗ/Winツールバーアイコン一覧…………92CDVie

ｗ/Winの起動と概要………………………54CDVie

ｗ/Winの検索方法…………………………64

CDVieｗ/Winリフ ァレンス‥ 72

概要表示…………………………………………80

かな

き

く

OASYS/Win

OASYS/Win

OASYS/Win

OASYS/li ｎ

３

の起動と終了………………………20

の基本操作…………………………19

紙マニュア

画面の

画面 スクロール（前画面、次画面）…………76

（前項目、次項目）…………76

OASYS/Win を終了する…………………………210ASYS/Win

を始める……………………………20 関連項目ジャンプ………………………………57

関連語検索…………………………………64,67

キーボード操作練習…………………………iｖ,5

機種 別キーボード対応表（CDVie ｗ/Win）… …82

起動 （CDVie ｗ/Win）… …………………………54　

（OASYS/Win ）………………………………20

基本的な編集操作の流れ………………………32

区点番号 73

グラフィック連携……………………………… ５

クリック Ｖ

クリップアート集…………………………iV,83　　　

（ディレクトリ一覧）……………83　

（データ集）………………………83

あ

17

い

一覧から複数の項目を選択する………………57

一覧表示………………… 60
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… … …… ８

４インストールオプション
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製品の構成………………………………………ii

製品の構成と概要………………………………ii

製品の特徴………………………………………ｉ

全角外字登録……………………………………72

前画面、次画面……………………………74,76

前項目、次項目……………………………74,76

選択型変更………………………………………80

前半一致検索……………………………………65

た

ダイアログボックス……………………………33

ダイアログボックスの設定方法………………33

タ イ

ち

つ

邸

検索結果表示……………………………………60

検索結果表示順序………………………………60

検索結果表示方法………………………………60

後半一致検索……… … … ……65

項目番号検索……………………………………66

コントロールメニューボックス………………23

他書籍検索………

ダブルクリッ

著作権表示･

64,71

23

･80圃

四角で囲んで範囲を指定する…………………29

シ ス テ ム

知９ておいていただきたいこと………………２

終了 （CDV ツールバーの使い方……………………………24

ツールバー表示

て

74,78(OASYS/Win) … ……………………………21

… ……60

39

５

条件検索……………………………………64, 67

書籍切換……………………………………58,59

書類を選ぶ………………………………………35

す

推敲支援……………

と

動作環境設定……… ‥‥‥‥‥‥60

ド ラ ッ

に

Ｖ

入力語検索…………………………………64,65

入力 語条件検索

（見出し語条件検索・クロス検索）………66

61

スクロールバー表示

ｒ
Ｄ

ｌ
　
ｎ
ｎ
ｙ

図形型……………………………………………29

図版原寸大…………………………………74,75

図版最大サイズ

図版表示…………………………………………61
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